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図7:西川祐信筆「伊耶那岐・ 伊耶那美図」 メアリー・ アンド・ ジャクソン・ バーク財団蔵

図20：西川祐倍筆「墨磨り美人図」 フリ ーア美術館蔵

図22：西川祐信筆「宮詣図」 フリーア美術館蔵

，

 



図10：窪田つる・西川祐倍『女今川姫鏡』 千葉市美術館蔵
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京
都
の
美
人
画
の
名
手・
西
川
祐
信（
一

六
七
一

s
一

七
五

0)
は、

多
く
の
版
本
に
挿
絵
を
描
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る。

本
稿
で
は
そ
の
版
本
制
作
の
背
景
を
明
ら
か
に
す
る
た
め

に、

版
本
の
編
者
・

本
文
執
筆
者
・

書
陣
と
の
関
係
に
若
目

し、

祐
信
が
ど
の
よ
う
な
人
々
と
関
わ
り
な
が
ら、

ど
の
よ

う
な
テ
キ
ス
ト
に
絵
を
寄
せ
て
い
た
の
か、

と
い
う
問
題
を

二
つ
の
観
点
か
ら
解
き
明
か
し
て
ゆ
き
た
い。

第
一

の
観
点
と
し
て、

故
実
家
の
多
田
南
嶺
（
一

六
九

四
ー
九
八
＼
一

七
五
0)
と
絵
本
を
共
同
制
作
し
て
い
た
こ

と
に
焦
点
を
あ
て、

故
実
研
究
が
祐
信
の
画
事
に
関
与
す
る

状
況
を
検
討
す
る。

第
二
の
観
点
と
し
て、

町
学
者
の
中
村
三
近
子
（
一

六
七

一

＼
一

七
四
一
）
と
書
陣
・

内
藤
道
有（
生
歿
年
不
詳）
と
と
も

に
制
作
し
た
往
来
物
を
中
心
に、

祐
信
が
十
八
世
紀
前
半
期

の
道
徳
的
規
範
な
ど
の
〈
教
養〉

と
い
か
に
関
わ
り
な
が
ら

絵
画
制
作
を
行
っ
て
い
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る。

祐
信
が
活
躍
し
た
十
八
世
紀
前
半
期
は、

学
問
的
な
成
果

に
支
え
ら
れ
た
教
養
が
上
層
階
級
の
み
な
ら
ず、

市
井
や
農

は
じ
め
に

祐
信
の
絵
本
に
は、

本
文
が
な
く
婦
女
風
俗
の
み
を
描
く

も
の
の
ほ
か
に、

本
文
に
伴
っ
て
絵
が
添
え
ら
れ
た
も
の
が

多
数
存
在
す
る。
『
国
書
総
目
録』

に
収
載
さ
れ
る
祐
信
版

本
の
な
か
に
は、

様
々
な
本
文
執
筆
者
の
名
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
る
が、

そ
の
う
ち
の
四
種
を
執
筆
し
て
い
る
人
物

に
多
田
南
嶺
が
い
る。

四
種
に
も
わ
た
っ
て
共
同
制
作
し
て

い
る
例
は
珍
し
く、

南
嶺
と
の
共
同
制
作
が
祐
信
の
画
事
に

少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
も
想
定
で
き
よ
う。

第
一

章

西
川
祐
信
と
絵
本
・

往
来
物

l
十
八
世
紀
前
半
期
の
学
問
史
と
の
関
係
か
ら

村
に
生
き
る
人
々
へ
と
出
版
を
通
じ
て
普
及
す
る
時
代
で
あ

っ
た。

そ
の
よ
う
な
時
代
の
申
し
子
と
し
て、

祐
信
は
学
者

や
書
難
と
協
力
し
な
が
ら
挿
絵
の
側
面
か
ら
教
養
の
普
及
に

寄
与
し
た。

本
稿
で
は
上
記
1

―
つ
の
観
点
か
ら、

同
時
代
学
問
史
と
の

関
連
を
視
野
に
置
く
こ
と
で、

祐
信
の
作
画
活
動
の
在
り
方

を
捉
え
直
し
た
い。

ま
た
祐
信
画
の
源
泉
的
諸
要
素
を
探
る

な
か
か
ら、

上
方
を
基
盤
と
す
る
浮
世
絵
の
性
質
を
知
る
手

掛
か
り
を
提
示
し
て
ゆ
き
た
い。

祐
信
と
故
実

第
一

章
で
は
南
嶺
と
の
合
作
を
ひ
と
つ
の
手
掛
か
り
と
し

て、

祐
信
の
絵
本、

延
い
て
は
肉
筆
画
制
作
の
背
景
の
探
求

を
試
み
た
い。

(
-
)

多
田
南
嶺
に
つ
い
て

は
じ
め
に
多
田
南
嶺
に
つ
い
て
紹
介
す
る。

南
嶺
は
大

坂
・

京
都
・

名
古
屋
を
中
心
に
活
躍
し、

有
職
故
実
や
神
道

を
修
め
た
国
学
者
で
あ
る。

享
保
五
・
六
年（
一

七
二
O·
1

)
 

頃
に
大
坂
・

長
堀
に
一

家
を
立
て、

和
泉
岸
和
田
藩
な
ど
で

講
義
を
行
う。

享
保
十
一

年
頃
に
は、

有
職
の
大
家
で
あ
る

壺
井
義
知
（
一

六
五
七
S
一

七
三
五）
へ
入
門
し
た。

堂
上
諸

家
と
親
し
い
関
係
を
結
び、

有
職
故
実
や
和
歌
に
つ
い
て
多

く
を
学
ぶ。

享
保
十――一
年
に
は
京
都
で
議
席
を
張
り、

享
保

十
五
・

六
年
に
は
江
戸
で
も
講
義
を
行
う
が、

帰
京
し
て
か

ら
は
京
都
を
主
な
活
動
拠
点
と
し
た（
註
l
)。

そ
の
学
問
は
有

職
故
実
・

歌
学
・

神
道
な
ど
に
関
す
る
研
究
で、

生
前
に
公

刊
さ
れ
た
著
作
は
少
な
い
が、

膨
大
な
数
の
講
義
筆
録
の
写

本
が
伝
来
し
て
い
る。

例
を
挙
げ
れ
ば、

有
職
故
実
関
係
で

は
『
故
実
類
衆
抄』
『
武
家
故
実
奥
義
伝』

な
ど、

神
道
関
係

で
は
『
日
本
書
紀
神
代
巻
紀
釈』
『
三
種
神
器
伝』

な
ど、

和

山
本
ゆ
か
り
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歌
関
係
で
は
『
和
歌
物
語』
（
堂
上
歌
学
の
秘
伝
・
逸
話）
な
ど

が
あ
り、

書
名
の
み
が
伝
わ
る
も
の
を
含
め
る
と、

百
種
を

超
え
る
業
績
が
残
さ
れ
て
い
る。

殊
に
『
日
本
書
紀』

神
代

巻
に
関
し
て
は、

三
十
歳
前
後
か
ら
最
晩
年
に
至
る
ま
で
の

講
義
筆
録
が
編
纂
さ
れ
続
け、

晩
年
に
は
そ
の
講
義
に
力
を

注
い
だ（
註
2
)。

有
職
故
実
と
は
一

般
に
「
朝
廷
や
武
家
の
礼
式
・

典
故
・

官
職・
法
令
な
ど
に
関
す
る
古
来
の
き
ま
り」
（
『
広
辞
苑』）
と

定
義
さ
れ
る
が、

南
嶺
に
お
け
る
有
職
故
実
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か。

南
嶺
の
講
義
を
門
人
が
筆

記
し、

写
本
で
伝
来
す
る
有
職
故
実
の
筆
録
に
『
故
実
類
緊

抄』

が
あ
る。

項
目
を
立
て
（
例
え
ば
「
誓
紙
之
事」
「
盟
約

之
事」

な
ど）
、

そ
の
意
味
や
内
容、

歴
史
に
つ
い
て
言
及

さ
れ
る
文
献
を
引
用
し
つ
つ
南
嶺
の
説
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る（
註
3
)。

本
書
の
な
か
で
南
嶺
は、

明
確
な
根
拠
の
あ
る

も
の
を
〈
故
実〉

と
い
い
、

堅
い
拠
り
ど
こ
ろ
の
な
い
も
の

は
〈
故
実〉

と
し
な
い
と
主
張
し
て
い
る（
註
4
)。

典
拠
に
基

づ
く
「
古
の
事
実」

が
南
嶺
に
と
っ
て
の
〈
故
実〉

で
あ
っ

た。

こ
の
典
拠
の
提
示
と
い
う
姿
勢
は、

後
に
言
及
す
る
祐

信
と
合
作
し
た
絵
本
の
本
文
に
も
認
め
ら
れ
る
特
色
と
し
て

留
意
し
て
お
き
た
い。

南
嶺
は
こ
の
よ
う
な
学
問
の
世
界
に
身
を
お
く
一

方
で、

京
都
・

八
文
字
屋
か
ら
刊
行
さ
れ
る
浮
世
草
子、

い
わ
ゆ
る

八
文
字
屋
本
に
も
筆
を
染
め
て
い
た（
註
5
)。

神
沢
杜
口
（
一

七
一

O
S
九
五）
の
随
筆
『
翁
草』

で
も、

八
文
字
屋
本
の

作
者
・

江
島
其
碩
（
一

六
六
六
S
一

七
三
五）

が
歿
し
て
後、

長
期
に
わ
た
り
八
文
字
屋
本
浮
世
草
子
の
新
版
を
南
嶺
が
手

掛
け
て
い
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る（
註
6
)。

学
者
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
南
嶺
が
な
ぜ
浮
世
草
子
の
よ
う
な
戯
作
を
手
掛

け
た
の
か、

そ
の
経
緯
は
不
明
で
あ
る
が、

元
文
四
年
（
一

七
三
九）
か
ら
南
嶺
歿
年
で
あ
る
寛
延
三
年
（
一

七
五
0)

ま

で
の
間、

八
文
字
屋
本
浮
世
草
子
は
ほ
ぼ
南
嶺
の
筆
に
よ
る

も
の
で
あ
る
と
見
倣
さ
れ
て
い
る（
註
7
)。

南
嶺
は
実
名
で
は

書
か
ず、

八
文
字
屋
自
笑、

其
笑、

瑞
笑
の
作
者
名
を
冠
し

て
刊
行
さ
れ、

い
わ
ば
ゴ
ー
ス
ト
ラ
イ
タ
ー
の
よ
う
な
存
在
で

あ
っ
た（
註
8
)。

八
文
字
屋
は
祐
信
と
の
関
係
も
深
い
。

祐
信
の
挿
絵
初
作

と
さ
れ
る
『
傾
城
色
三
味
線』
（
元
禄
十
四
年
・
一

七
0
I

)
 

は、

江
島
其
碩
の
作
で
八
文
字
屋
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る。

ま
た
祐
信
の
代
表
作
で
あ
る
絵
本
『
百
人
女
郎
品
定』
（
享
保

八
年
・
一

七
ニ――-)
も
八
文
字
屋
の
刊
行
で
あ
る
こ
と
が
周
知

で
あ
る。

さ
ら
に
次
章
で
み
る
よ
う
に、

祐
信
と
南
嶺
が
共

同
制
作
し
た
絵
本
も、

現
在
確
認
で
き
た
四
種
は
す
べ
て
八

文
字
屋
を
版
元
と
す
る。

八
文
字
屋
で
の
仕
事
を
介
し
て、

祐
信
と
南
嶺
と
が
結
び
つ
く
接
点
が
見
え
て
く
る
の
で
あ

る。
（
二
）

祐
信
が
南
嶺
と
共
同
制
作
し
た
絵
本
に
つ
い
て

祐
信
が
南
嶺
と
共
同
で
制
作
し
た
絵
本
四
種
は、

南
嶺
研

究
の
立
場
か
ら
神
谷
勝
広
氏
が
紹
介
し
て
い
る（
註
9
)。

神
谷

隻、 ジ乏ぐ、（
‘‘ 

図1 多田南嶺•西川祐信『絵本西川東童』

国立国会図書館蔵

氏
は
『
絵
本
西
川
東
童』
『
絵
本
花
の
鏡』
『
絵
本
福
禄
寿』
『
絵

本
雪
月
花』

各
々
の
内
容
に
つ
い
て
本
文
を
中
心
に
検
討

し、

そ
れ
ぞ
れ
の
本
に
あ
ら
わ
れ
る
特
徴
を
抽
出
す
る。

神

谷
氏
の
指
摘
を
踏
ま
え
つ
つ
、

以
下
各
本
の
内
容
を
紹
介
す

る。①
『
絵
本
西
川
東
童』

延
享
三
年
（
一

七
四
六）

正
月
に
刊
行
さ
れ
た（
註
10
)。

子
供

の
遊
び
を
主
題
と
す
る
狂
歌。

狂
句
を
掲
出
し、

そ
の
作
者

の
簡
単
な
解
説
を
添
え
る。

例
え
ば
「
子
供
あ
や
つ
り」

で

は
「
西
に
入
る

月
も
あ
や
つ

り

一

世
界」

の

句
と、

「
天
津
和
尚

黄
漿
宗、

歌
学
に
名
あ
り」

と
作
者
名
が
挙

げ
ら
れ
る。

画
面
に
は
楽
し
そ
う
に
人
形
あ
や
つ
り
に
興
じ

る
子
供
た
ち
が
描
か
れ
る
（
図
1
)
。

あ
る
事
項
に
ま
つ
わ
る

歌
や
句
を
掲
出
す
る
の
は、
『
故
実
類
衆
抄』

の
項
目
記
述

の
な
か
に
も
見
ら
れ、

南
嶺
に
あ
っ
て
参
照
す
べ
き
典
拠
と
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は、

学
問
的
書
物
の
み
な
ら
ず、

歌
や
句
も
そ
の
対
象
に
含

ま
れ
て
い
た。

例
え
ば
『
故
実
類
衆
抄』
「
わ
さ
＞
と
云
事」

で
は
「
古
歌
に
〈
秋
な
す
ひ

わ
さ
A
の
か
す
に
つ
け
ま
せ

て

娠
に
は
く
れ
し
た
な
に
お
く
と
も〉

こ
の
わ
さ
＞
と
云

ふ
は、

わ
か
き
さ
A
に
て
新
酒
と
云
こ
と
に
て、

新
酒
の
糟

漬
に
す
る
と
の
こ
と
也。

酒
を
さ
＞
と
申
す
こ
と
は
唐
土
よ
り

の
こ
と
に
て、

竹
葉
を
や
わ
ら
け
た
る
詞
な
り」

と
あ
り（
註

11
)、

こ
こ
で
は
古
歌
が
参
照
さ
れ
て
い
る。

子
供
の
遊
び
に
ま
つ
わ
る
歌
・

句、

お
よ
び
そ
の
作
者
解

説
の
掲
出
は、

歌
や
句
を
挙
げ
て
子
供
の
遊
び
を
描
き
尽
く

そ
う
と
す
る、

南
嶺
の
〈
典
拠〉

と
〈
網
羅〉

へ
の
関
心
が

反
映
さ
れ
て
い
る。

②
『
絵
本
花
の
鏡』

延
享
五
年
（
一

七
四
八）
に
刊
行
さ
れ
た。

屏
風
や
襖、

衝

立
や
掛
軸
な
ど、

絵
の
形
状
を
比
べ
物
風
に
仕
立
て、

形
状

や
画
題
の
起
源
な
ど
に
つ
い
て
の
評
が
添
え
ら
れ
る（
註
12
)。

例
え
ば
掛
物
を
題
材
と
す
る
場
面
（
図
2
)

で
は
「
漢
土
か
け

物
の
は
じ
ま
り
は
…
…」

と、

中
国
と
日
本
に
お
け
る
起
源

が
『
後
漢
書』
『
国
史』

を
引
い
て
述
べ
ら
れ（
註
13
)、

次
に
座

敷
に
掛
け
ら
れ
た
蓬
莱
山
の
絵
に
つ
い
て
の
知
識
が
披
露
さ

れ
る（
註
14
)。

東
海
道
・

沼
津
に
む
か
し
名
山
が
あ
り、

霊
亀

が
出
た
の
で
こ
の
山
を
絵
に
う
つ
し
て、

そ
れ
を
沼
津
絵
と

い
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う。

沼
津
絵
の
こ
と
は
『
故
実
類

緊
抄』

に
も
「
沼
津
と
云
屏
風
之
事」

の
項
が
あ
り、

沼
津

に
あ
る
蓬
莱
山
の
よ
う
な
小
山
か
ら
大
亀
が
出
て、

そ
の
山

を
屏
風
に
う
つ
し
た
こ
と
等、

さ
ら
に
詳
細
な
沼
津
絵
の
起

源
と
来
歴
が
記
録
さ
れ
て
い
る（
註
15
)。

南
嶺
の
故
実
研
究
と
絵
本
本
文
と
の
連
動
す
る
あ
り
さ
ま

が、

改
め
て
明
ら
か
に
な
る
と
い
え
よ
う。

③
『
絵
本
福
禄
寿』

寛
延一
一
年
（
一

七
四
九）
正
月
に
刊
行
さ
れ
た。

内
容
は
事

I
I

1 、 .
． ．も,.
' ·, 

.:.-.J 

図2 多田南嶺・西川祐信『絵本花の鏡』 国立国会図書館蔵
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見
し
て

物
の
起
源
や
故
事
・

来
歴
を
記
す
も
の
で、

狂
歌
・

狂
句
を

添
え
る。

例
え
ば
「
か
も
じ
（
岨
ー
婦
人
の
髪
に
添
え
加
え

る
髪）
」

の
起
源
を
述
べ
る
箇
所
（
図
3
)

で
は、
『
令
義
解』

に
「
義
髯」

と
あ
り、

天
武
天
皇
の
時
代
に
は
じ
ま
る
と

し、

女
の
祐
筆
は
古
来
よ
り
あ
る
が、

近
世
で
は
小
野
の
お

通
と
い
う
者
が
優
れ
て
い
る
こ
と、

物
縫
い
の
女
に
は
十
二

の
作
法
が
あ
る
こ
と、

お
乳
を
や
る
人
の
こ
と
を
国
史
で

乳
母
と
読
ま
せ
て
い
る
と
説
か
れ（
註
16
)、

髪
結
い、

物
縫

い、

祐
筆、

乳
母
が
そ
れ
ぞ
れ
描
か
れ
て
い
る。

39 



こ
の
画
面
は
『
百
人
女
郎
品
定』

を
想
起
さ
せ
る
も
の
で
あ

る
が、

そ
の
こ
と
は
後
に
触
れ
る。

④
『
絵
本
雪
月
花』

宝
暦
三
年
（
一

七
五
三）
正
月
の
刊
行。

上
・

中
・

下
各
々

の
巻
に、

花
・

月
・

雪
に
ま
つ
わ
る
故
事
を
載
せ、

歌
や
句

を
作
者
名
と
と
も
に
添
え
る。

祐
信
の
絵
は、

当
世
風
俗
と

古
典
風
俗
双
方
に
よ
っ
て
故
事
の
内
容
や
歌
意
・

句
意
を
描

く。

南
嶺
の
本
文
で
は
故
事
の
典
拠
と
し
て
書
名
が
多
く
挙

げ
ら
れ
て
い
る。

例
え
ば
遊
郭
な
ど
で
客
が
振
舞
う
紙
花

か

み

ば

な

（
紙
纏
頭
—
祝
儀
と
し
て
与
え
た
懐
紙。

後
で
現
金
に
替
え

た）
の
こ
と
を
「
仮
貨
葉」

と
い
う
と
『
俗
語
通
諄』

に
見

え
る
と
指
摘
す
る
（
図
4）（
註
17）。

ほ
か
に
も
伊
賀
国
に
あ
る

名
花
・

花
垣
庄
に
ま
つ
わ
る
故
事
を
『
伊
賀
政
事
録』

を
引

い
て
述
べ
た
り、
「
旧
記
に
見
え
た
り」
「
貞
徳
の
日
記
に
見

え
た
り」
「
神
宮
雑
事
記
と
て
伊
勢
の
記
録
に
見
え
た
り」

な

ど、

枚
挙
に
い
と
ま
の
な
い
ほ
ど
典
拠
と
し
た
書
籍
名
が
表

記
さ
れ
て
い
る。

先
に
典
拠
を
明
確
に
示
す
べ
き
こ
と、

よ

り
確
実
な
資
料
に
依
拠
す
べ
き
と
す
る
学
問
観
が
南
嶺
の
故

実
研
究
の
碁
を
成
す
こ
と
に
触
れ
た
が、

こ
の
よ
う
な
と
こ

ろ
に
南
嶺
の
学
問
に
対
す
る
姿
勢
が
反
映
さ
れ
て
い
る。

神
谷
氏
は
こ
れ
ら
四
種
の
絵
本
に
つ
い
て、

①
狂
歌
・

狂

句
を
添
え
る
作
品
で
は、

南
嶺
の
個
人
的
な
人
脈
に
繋
が
る

作
者
の
狂
句
・

狂
歌
か
ら
多
く
が
採
用
さ
れ
て
い
る。

②
個

人
的
人
脈
を
作
品
に
取
り
込
む
姿
勢
は、

南
嶺
の
浮
世
草
子

や
役
者
評
判
記
の
登
場
人
物
に
認
め
ら
れ
る
特
徴
と
同
傾
向

を
示
す。

③
故
事
へ
の
執
着
が
強
い
。

④
南
嶺
の
他
の
著
述

と
故
事
が
一

致
す
る。

以
上
の
四
点
を、

①
へ
の
考
察
を
中

心
に、

特
徴
と
し
て
指
摘
し
て
い
る（
註
18
)。

南
嶺
が
祐
信
絵
本
に
執
筆
し
た
本
文
を
み
る
と、

故
実
と

の
密
接
な
関
係
が
認
め
ら
れ
る。

事
物
の
意
味
や
起
源
・

来

歴
を
過
去
の
文
献
等
に
求
め、

典
拠
を
拠
り
ど
こ
ろ
に
「
古

の
事
実」

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
南
嶺
の
学
問
的
な
関

図4 多田南嶺・西川祐信『絵本雪月花J 国立国会図書館蔵

心
が
根
底
に
あ
り、

祐
信
は
そ
の
南
嶺
の
関
心
に
基
づ
く
本

文
に
絵
と
い
う
か
た
ち
を
与
え
る
役
目
を
担
う。

南
嶺
の
学

問
的
成
果
が、

祐
信
絵
本
の
源
泉
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て、

絵

画
制
作
の
方
向
づ
け
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る。

（
三）

故
実
と
祐
信
の
絵
本
・

絵
画

祐
信
と
南
嶺
と
に
よ
る
絵
本
は
八
文
字
屋
か
ら
刊
行
さ
れ

て
い
た
こ
と、

ま
た
祐
信
・

南
嶺
と
も
に
共
同
制
作
以
外
の

場
で、

八
文
字
屋
を
活
動
の
一

拠
点
と
し
て
い
た
こ
と
に
は

先
に
触
れ
た。

南
嶺
と
の
共
同
制
作
で
は
な
い
が、

祐
信
が

八
文
字
屋
自
笑
の
依
頼
で
制
作
し
た
『
正
徳
雛
形』
（
正
徳
三

年・
一

七
―
――-)
の
な
か
で、

既
に
故
実
と
の
関
連
を
窺
わ
せ

る
記
述
が
あ
る
の
で
紹
介
す
る。

祐
信
は
序
文
で
「
往
古
和

国
は
諸
人
の
衣
装
も
さ
だ
ま
り
な
く、

神
代
の
す
ゑ
を
う
つ

し
け
る
に、

応
神
天
皇
十
四
年
に
衣
服
の
裁
縫
は
じ
ま
り、

推
古
天
皇
十
九
年
に
男
紋
女
の
形
な
ど、

染
色
を
好
ま
せ
ら

れ
し
よ
り
己
来、

今
に
至
る
ま
で
そ
の
時
／
＼
の
は
や
り
模

様、

心
を
つ
く
し
手
を
こ
め
て、

さ
ま
た
＼
の
仕
出
し
染
世

に
ひ
ろ
く
な
り
も
て
ゆ
き
て
…
…」

と、

年
号
を
伴
い
つ
つ

服
飾
の
歴
史
に
言
及
す
る。

こ
れ
は
事
物
の
起
源
・

来
歴
ヘ

と
傾
倒
す
る
故
実
の
探
求
と
同
調
す
る
姿
勢
で
あ
る。

序
文

に
は
八
文
字
屋
自
笑
の
希
望
で
制
作
し
た
と
あ
り、

八
文
字

屋
と
故
実
と
の
接
点
が
窺
え
る。

そ
の
後、

享
保
八
年
（
一

七
ニ――-)
に
八
文
字
屋
か
ら
刊
行
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さ
れ
た
『
百
人
女
郎
品
定』
は、

自
笑
に
よ
る
序
文
が
祐
信

と
連
名
で
掲
出
さ
れ
る。

本
書
は
女
帝
か
ら
惣
嫁
（
最
下
級

の
女
郎）
ま
で、

あ
ら
ゆ
る
階
層
の
女
を
網
羅
し
た
「
古
今

女
中
の
絵
鏡
草」
（
序
文）
で
あ
る。

添
え
ら
れ
た
本
文
の、

例
え
ば
「
女
帝」
の
項
目
で
は
「
人
皇
十
五
代
神
功
皇
后
を

始
め
と
す。

し
か
れ
ど
も
即
位
は
な
ら
ず、

胎
中
の
御
子
応

神
天
皇
の
た
め
に
摂
政
し
給
ふ。
三
十
四
代
推
古
天
皇
を
即

位
の
始
め
と
す
…
…」

な
ど、

女
帝
の
起
源
・
歴
史
・
系
譜

が
述
べ
ら
れ
る。

ま
た
他
の
項
目
で
も
そ
の
身
分
や
職
業
の

起
源
や
来
歴
を、

文
献
を
根
拠
に
記
述
す
る
例
も
あ
り、

故

実
へ
の
関
心
を
想
起
さ
せ
る。
一
例
を
挙
げ
る
と
「
女
嬬」

の
項
目
で
は
「
め
の
わ
ら
は
む
か
し
は
内
侍
の
下
づ
か
ひ
に

百
人
づ
つ
と
也。

続
日
本
紀
に
宝
亀
三
年
正
月
に
信
濃
国
水

内
郡
人
女
嬬
と
な
る
是
は
じ
め
と
か
や」
と
『
続
日
本
紀』

が
引
か
れ
て
起
源
が
述
べ
ら
れ
る。

一
方
『
百
人
女
郎
品
定』
に
み
ら
れ
る
〈
網
羅
主
義〉
と

も
い
え
る
姿
勢
に
つ
い
て、

白
倉
敬
彦
氏
は
八
文
字
屋
刊
行

の
祐
信
艶
本
『
色
ひ
い
な
形』（
宝
永
八
年・
一
七―
-
)
に
も

認
め
ら
れ
る
こ
と、

さ
ら
に
祐
信
の
『
艶
本
玉
簾』（
享
保
四

年・
一
七一
九）
に
「
太
夫」「
天
職」「
端
女
郎」

な
ど
ほ
と
ん

ど
す
べ
て
の
種
類
の
遊
女
を
網
羅
し
て
取
り
上
げ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
て
い
る（
註
19
)。
〈
網
羅
主
義〉
は
祐
信
の
版
本

に
見
ら
れ
る
特
徴
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
と
も
に、

そ
の
背
景

に
故
実
の
探
求
と
い
う
学
問
の
投
影
が
見
え
る
こ
と
も
指
摘

し
て
お
き
た
い。

〈
典
拠〉
と
〈
網
羅〉
と
い
う
要
素
に
着
目
す
る
と、

江

戸
時
代
の
類
書
編
纂
の
気
運
と
一
脈
通
じ
る
点
も
興
味
深

い。

例
え
ば
江
戸
中
期
の
儒
者・
伊
藤
東
涯（一
六
七
O
S

七
三
六）
が
編
纂
し
た
類
書
に
『
名
物
六
帖』
が
あ
る（註
20
)。

『
百
人
女
郎
品
定』
刊
行
の
二
年
後
に
あ
た
る、

享
保
十
年

（一
七
二
五）
に
大
坂
で
発
行
さ
れ
た。

本
書
は
事
項
を
天

文、

地
理、

人
品、

器
財、

動
物、

植
物
な
ど
十――一
に
分
類

し、

そ
の
な
か
に
多
数
の
小
項
目
を
立
て、

そ
の
内
容
を
説

明
す
る
一
種
の
百
科
事
典
で
あ
る。
「
人
品
箋」

す
な
わ
ち

人
に
関
す
る
多
様
な
事
柄
を
分
類
し、

項
目
ご
と
に
説
明
を

加
え
た
箇
所
を
み
る
と、

典
拠
と
す
る
書
籍
名
を
明
記
し
た

上
で、

そ
の
言
及
箇
所
が
漢
文
で
載
る。
「
帝
室
戚
里」
（
天

皇
の
親
族）
を
筆
頭
に、

皇
太
后
を
は
じ
め、
『
百
人
女
郎
品

定』
で
冒
頭
を
飾
っ
た
「
女
帝」
「
皇
后」
「
后」「
姫
宮」

な

ど、

女
性
皇
族
だ
け
で
も
三
十
近
い
項
目
が
立
て
ら
れ
る。

ま
た、

医
者
の
分
類
で
は
「
女
医」
の
項
目
が
立
て
ら
れ、

僧
侶、

絵
師
な
ど
の
技
能
者、

薪
売
り
な
ど
の
製
業
従
事

者、

縫
物
師、

綿
匠、

商
人、

乳
母
な
ど、

様
々
な
職
種

が、

身
分
の
高
い
も
の
か
ら
低
い
も
の
へ
と、

順
次
項
目
が

立
て
ら
れ、

最
終
項
目
近
く
に
「
侶
妓
匪
類」
と
し
て
遊
女

の
項
目
が
あ
る（
図
5
)。

『
百
人
女
郎
品
定』
に
み
ら
れ
る、

さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の

女
性
を
身
分
の
高
い
も
の
か
ら
低
い
も
の
へ
と
〈
網
羅〉
し

て
描
く
発
想
の
背
景
に
は、

享
保
期
に
高
ま
る
こ
の
よ
う
な

類
書、
つ
ま
り
内
容
を
事
項
ご
と
に
分
類・
編
集
し
〈
網
羅〉

す
る
百
科
事
典
が
編
纂
・
刊
行
さ
れ
る
気
運
の
盛
り
上
が
り

と、

軌
を
一
に
す
る
思
潮
が
あ
る
の
で
は
な
い
か。

ま
た
先
に
言
及
し
た
が、
『
百
人
女
郎
品
定』
で
「
女
髪

揃」「
女
祐
筆」「
お
物
師」

を
取
り
上
げ
た
画
面（
図
6
)

は、

南
嶺
が
本
文
を
手
掛
け
た
『
絵
本
福
寿
草』
の
な
か
の
画
面

（
図
3
)

と
図
像
的
に
通
じ
合
う。

本
図
は
『
百
人
女
郎
品

定』
と
同
じ
よ
う
に
髪
結
い、

祐
筆、

お
ぬ
い
の
女
を
故
実

的
関
心
に
基
づ
い
て
描
い
た
画
面
で
あ
る。

刊
行
は
『
百
人

女
郎
品
定』
が
『
絵
本
福
寿
草』
よ
り
二
十
六
年
先
行
す
る

も
の
の、
こ
の
共
通
性
は
結
髪
い
や
祐
筆
な
ど
へ
の
故
実
的
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図6-2 同『百人女郎品定』 図6-1 西川祐信r百人女郎品定』 『日本風俗図絵第三集』より

関
心
が、

図
像
と
し
て
も
両
者
を
ひ
と
つ
の
延
長
線
上
に
結

び
つ
け
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
た
め
と
考
え
る。

ま
た
南
嶺

の
『
故
実
類
衆
抄』

に
は
「
女
結
髪
之
事」

の
項
目
も
あ

り、
「
人
皇
四
十
代
天
武
の
十
一

年、

国
中
に
触
て
女
の
髪

を
結
ふ
べ
し
と
仰
せ
付
け
ら
れ
た
り、

其
前
は
皆
下
け
髪
也

…
…」

な
ど、

結
髪
に
つ
い
て
の
言
及
が
な
さ
れ
て
お
り、

「
髪
を
結
う」

こ
と
へ
の
故
実
的
関
心
の
高
さ
が
知
ら
れ
る。

『
百
人
女
郎
品
定』

は
南
嶺
な
ど
の
故
実
家
が
本
文
を
手
掛

け
た
と
確
認
で
き
な
い
が、

八
文
字
屋
が
故
実
と
絵
本
と
を

結
び
つ
け
よ
う
と
す
る
意
図
を
も
っ
て
企
画
し、

祐
信
も
そ

の
よ
う
な
販
売
戦
略
を
担
う
な
か
で
制
作
を
行
っ
て
い
た
節

が
窺
え
る。

絵
本
以
外
の
祐
信
の
肉
筆
画
制
作
に
も、

故
実
研
究、

神

道
研
究
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
作
例
が
あ
る。

男

神
と
女
神
と
を
描
く
図
（
図
7
)

は、

伊
耶
那
岐、

伊
耶
那
美

が
天
地
の
間
に
架
け
ら
れ
た
天
の
浮
橋
に
立
ち、

沼
矛
で
下

お

の

ご

ろ

じ
ま

界
を
か
き
混
ぜ
て
出
現
さ
せ
た
島
・

於
能
碁
呂
島
を
見
る
場

面
で、
『
古
事
記』
『
日
本
書
紀』

に
あ
る
神
話
を
題
材
に
し

た
作
品
で
あ
る。

こ
の
島
は
国
土
創
造
の
営
み
の
拠
点
と
な

る
堅
な
る
島
で
あ
り、

首
尾
を
動
か
す
こ
と
で
二
神
に
聖
婚

の
営
み
を
教
え
た
烏
．

鶉
鍋
が
描
か
れ
る。

白
地
に
金
泥
で

模
様
を
描
く
衣
装
を
ま
と
う
二
神
は、

神
の
擬
人
化
と
い
う

難
題
に
対
し
て、

品
格
と
神
秘
性
と
を
兼
ね
備
え
た
抑
制
的

な
姿
で
表
現
さ
れ
る
が、

二
神
の
視
線
が
鵬
饒
に
向
か
う
こ

と
で、

こ
の
後
に
興
る
国
生
み
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
暗
示
さ

第
二
章

れ
る
の
で
あ
る。

南
嶺
も
殊
に
『
日
本
書
紀』

神
代
巻
に
関

す
る
研
究
に
力
を
注
い
だ。

こ
の
よ
う
な
神
話
を
題
材
と
す

る
作
例
の
背
景
に
は、

祐
信
を
め
ぐ
る
故
実
家
た
ち
の
学
問

的
関
心
と
の
関
連
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
ろ
う。

往
来
物
の
制
作

前
章
で
は
祐
信
と
故
実
と
の
関
連
を
考
察
し
た
が、

本
章

で
は
第
二
の
観
点
と
し
て
往
来
物
の
制
作
を
通
じ
た
も
う
ひ

と
つ
の
学
問
的
背
景
を
探
っ
て
み
た
い。

往
来
物
と
は、

も
と
も
と
往
返
の
手
紙
一

対
の
模
範
文
を

図7 西川祐信筆「伊耶那岐・ 伊耶那美図」

メアリー・ アンド・ ジャクソン・ バーク財団蔵
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集
め
た
も
の
で、
〈
往
来〉

と
は
消
息
の
「
往
来」

を
意
味

す
る
言
葉
で
あ
っ
た。

始
ま
り
は
十
一

世
紀
の
後
半
に
成
立

め
い
ご
う

し
た
藤
原
明
衡
の
作
と
伝
え
ら
れ
る
『
明
衡
往
来』

と
い
わ

れ、

多
く
の
写
本
が
残
さ
れ
た。

中
世
以
降
は
手
紙
の
文
例

に
限
ら
ず、

記
事
文
体
で
あ
っ
て
も
手
本
で
あ
れ
ば
往
来
物

と
言
う
よ
う
に
な
る。

近
世
に
な
る
と、

庶
民
の
間
で
文
字

の
読
み
書
き
へ
の
要
望
が
高
ま
り、

家
庭
や
寺
子
屋
で
の
学

習
の
際
に
役
立
つ
さ
ま
ざ
ま
な
初
歩
的
教
材
の
こ
と
を
往
来

物
と
い
い、

呼
称
の
範
囲
が
広
が
っ
た
（

註
21
)。

祐
信
は
往
来
物
の
制
作
に
も
携
わ
り、

現
在
ま
で
の
と
こ

ろ、

そ
れ
は
八
種
を
数
え
る。

そ
の
な
か
か
ら、

特
に
中
村

三
近
子
と
内
藤
道
有
と
の
共
同
制
作
を
ひ
と
つ
の
手
掛
か
り

と
し
て、

祐
信
の
画
事
の
背
景
を
探
っ
て
み
た
い。

近
年
著

し
く
進
展
し
た
往
来
物
研
究
の
成
果
に
負
い
な
が
ら
（

註
22
)、

祐
信
研
究
で
深
く
研
究
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
往
来
物

と
い
う
媒
体
を
こ
こ
で
は
取
り
上
げ
る。

(
-
)

中
村
三
近
子
と
内
藤
道
有
に
つ
い
て

中
村
三
近
子
に
関
し
て
は、

中
野
三
敏
氏
に
よ
っ
て
生
涯

と
業
績
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（

註
23
)。

三
近
子
は
幼
少
期

に
儒
家
の
山
崎
闇
斎
門
に
学
び、

宝
永
五
年
(
-

七
0
八）
前

後
に
二
年
間
ほ
ど
尾
張
藩
に
仕
え
た
が
す
ぐ
に
致
仕
し、

京

都
の
町
学
者
と
し
て
市
井
に
あ
っ
て
多
数
の
実
用
訓
蒙
書、

教
訓
書
を
著
し
た。
「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録」
（
国
文
学
研

究
資
料
館
デ
ー
タ
ベ
ー
ス）
に
は
『
官
職
名
解』

な
ど
三
十

三
近
子
の
思
想
的
特
質
に
つ
い
て、

近
年、

和
田
充
弘
氏

に
よ
っ
て
考
察
が
発
表
さ
れ
た
（

註
24
)。

和
田
氏
は一
二
近
子
が

町
学
者
と
し
て
〈
俗
間〉
（
庶
民
の
生
活
環
境）
に
あ
っ
て、

道
徳
的
観
念
で
あ
る
〈
善
念〉
（
内
面
的
な
誠
実
さ、

潔
白

さ。

機
能
と
し
て
の
相
互
扶
助、

相
互
憐
憫）
の
実
践
と
普

及
を、

い
か
に
手
習
い
や
往
来
物
を
通
じ
て
行
お
う
と
し
た

か
を
分
析
し
た。

そ
し
て
上
か
ら
の
〈
教
化〉

で
も
な
く、

庶
民
の
実
用
的
知
識
の
需
要
に
対
す
る
〈
迎
合〉

で
も
な

い、
〈
俗
間〉

の
心
情
を
尊
重
し
つ
つ
〈
善
念〉

の
実
現
を

目
指
す
ユ
ニ
ー
ク
な
特
質
を
も
つ
学
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
指

摘
し
た。

内
藤
道
有（
生
歿
年
不
詳）
は、

植
村
玉
枝
子（
『
女
中
庸
璃

瑞
箱』）、

晩
香
散
人
玉
枝
（
『
女
朗
詠
教
訓
歌』）、

内
藤
玉
枝

（
『
女
消
息
華
文
庫』）、

晩
香
散
人
内
藤
道
有（
『
扶
桑
画
譜』）

な
ど
様
々
な
呼
称
が
あ
る
が、

植
村
を
名
乗
る
こ
と
か
ら、

往
来
物
を
多
数
版
行
し
た
京
都
の
書
騨
・

植
村
藤
右
衛
門
と

同
一

人
物
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る。
「
日
本
古
典
籍
総

合
目
録」

に
は
『
小
倉
百
人
一

首
鳳
凰
台』
『
女
中
庸
珊
瑶

箱』
『
女
朗
詠
教
訓
歌』
『
扶
桑
画
譜』
『
女
消
息
華
文
庫』

の
五

種
の
著
作
が
挙
げ
ら
れ、

作
家
兼
書
騨
と
し
て
自
ら
本
文
を

手
掛
け
る
と
と
も
に、

往
来
物
を
は
じ
め
と
す
る
多
数
の
出

版
物
の
刊
行
に
関
与
し
た。

三
近
子
と
道
有
は
ひ
と
つ
の
往

来
物
を
共
に
制
作
し
た
り、

三
近
子
の
著
作
を
道
有
の
書
陣

か
ら
刊
行
し
た
り、

両
者
は
た
が
い
に
親
密
な
関
係
に
あ
っ

四
種
の
著
作
が
挙
げ
ら
れ
る。

た
と
想
定
さ
れ
る。

祐
信
は
三
近
子
・

道
有
と
い
っ
た
往
来
物
で
名
を
馳
せ
た

学
者
や
害
陣
た
ち
が
形
成
す
る
輪
の
な
か
に、

絵
師
と
し
て

参
加
し
て
い
た。

さ
ら
に
三
近
子
と
道
有
は、

大
坂
の
狩
野

派
系
絵
師
・

橘
守
国
と
組
ん
で
画
譜
の
編
纂
・

刊
行
も
行
っ

て
お
り、

三
近
子、

道
有、

祐
信、

守
国
の
四
者
が
結
ぶ、

往
来
物
や
画
譜
の
制
作
を
め
ぐ
る、

学
者
や
書
騨、

絵
師
に

よ
る
協
力
関
係
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
（

註
25
)。

以
下、

そ

の
関
係
を
中
心
に、

彼
ら
の
残
し
た
諸
本
を
検
討
す
る。

（
二
）

祐
信
の
往
来
物

祐
信
が
絵
を
手
掛
け
た
往
来
物
を
[
資
料]

①
か
ら
③
の

▼
印
に
挙
げ
た
（

註
26
)。

主
に
女
性
向
け
の
往
来
物
に
携
わ
っ

て
い
た
こ
と
が
わ
か
る。

例
え
ば
『
女
万
葉
稽
古
草
紙』

は、

享
保
十
三
年
(
-

七

ニ
八）
に
刊
行
さ
れ
た
女
性
向
け
の
手
紙
の
模
範
文
例
集
で、

林
蘭
（

註
27
)

と
い
う
女
性
が
文
例
を
担
当
す
る。

女
性
の
祐
筆

が
貴
女
の
傍
ら
で
手
紙
を
書
く
な
ど、

室
内
の
様
子
を
描
く

美
人
画
が、

序
文
の
あ
と
の
口
絵
に
掲
載
さ
れ
る
（
図
8
)。

内
容
は
「
初
春
に
遣
わ
す
文
章」
「
同
じ
く
返
事」、
「
久
し
く

逢
ざ
る
文
章」
「
同
じ
く
返
事」

な
ど、

手
紙
の
文
例
が
各
々

の
返
事
と
一

組
に
な
っ
て、

合
計
五
十
六
通
分
が
収
め
ら
れ

る。

祐
信
は
こ
れ
ら
す
べ
て
に
挿
絵
を
描
く
わ
け
で
は
な
い

が、

手
紙
の
内
容
に
添
っ
た
合
計
八
図
の
挿
絵
に
筆
を
執
っ

て
い
る。
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ま
た
手
紙
の
文
例
を
載
せ
た
往
来
物
に
『
女
文
林
宝
袋』

が
あ
る。

居
初
都
音（
註
28
)

と
い
う
女
性
が
撰
述
し、

元
文
三

年
（
一

七
三
八）
に
刊
行
さ
れ
た（
註
29
)。
一

例
と
し
て
「
歳
暮

祝
儀
遣
文」

に
は
歳
末
に
歳
暮
を
贈
る
際
の
文
例
が
載
る。

「
長
閑
な
る
と
し
の
暮
に
て」

な
ど
文
例
と
書
き
方
が、

頭

書
に
は
文
中
の
注
釈
番
号
に
対
応
し
て、

注
釈
や
言
い
換
え

た
言
葉
が
載
る。

祐
信
は
歳
暮
の
肴
や
樽
酒
を
下
男
に
運
ば

せ、

手
に
手
紙
を
持
っ
て
先
方
へ

向
か
う
女
性
を
描
く
（
図

9

)

。『
女
今
川
姫
鏡』

は
「
女
今
川」
（
今
川
貞
世
の
『
今
川
帖』

に
擬
え
て
貞
享
四
年
〈
一

六
八
七
〉

に
刊
行
さ
れ
た
女
性
向

け
教
訓
書
・

習
字
手
本）
の
本
文
と
と
も
に
注
釈
を
掲
出
す

る。

口
絵
に
は
祝
言
の
豪
華
な
道
具
設
え
の
配
置
が
指
南
さ

れ、

ま
た
烈
女
・

賢
女
の
故
事
な
ど、

本
文
以
外
の
巻
頭
巻

末
の
記
事
も
充
実
す
る
（
図
10

)

。

往
来
物
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が
あ
り、

以
上
確
認
し
た

だ
け
で
も、

教
訓
や
道
徳、

教
養
を
説
く
も
の、

手
紙
の
書

き
方
を
指
南
す
る
も
の
が
あ
っ
た。

祐
信
は
女
性
の
編
者
が

撰
述
し
た
女
性
を
対
象
と
し
た
往
来
物
に
挿
絵
を
描
く
こ
と

が
多
か
っ
た
が、

同
時
に
三
近
子
・

道
有
と
い
う
男
性
作
者

と
組
ん
だ
往
来
物
に
挿
絵
を
提
供
し
て
い
た。

①
中
村
三
近
子
と
の
共
同
制
作

祐
信
が
中
村
三
近
子
と
組
ん
だ
絵
本、

ま
た
往
来
物
は

[
資
料]

②
に
挙
げ
た。

む
よ
う
な
り

享
保
十
九
年
（
一

七
三
四）
に
刊
行
さ
れ
た
『
絵
本
清
水
の

池』

は、

教
訓
的
な
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
和
歌
百
首
に
祐
信

が
挿
絵
を
描
い
た
も
の
で
あ
る。

そ
の
口
絵
に
は
「
最
明
寺

殿
教
訓
百
首」

と
あ
る
（
図
11

)

。

最
明
寺
殿
と
は
鎌
倉
幕
府

の
執
権
・

北
条
時
頼
の
こ
と
で、
「
最
明
寺
殿
百
首」

と
は、

時
頼
が
息
子
の
教
訓
の
た
め
に
作
っ
た
と
伝
承
さ
れ
る
和
歌

の
こ
と
を
い
う。

中
世
か
ら
近
世
初
期
に
わ
た
っ
て
各
種
の

最
明
寺
殿
和
歌
と
称
す
る
も
の
が
存
在
し、

仮
名
草
紙
類
の

随
所
に
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（
註
30
)

0

1

1一
近
子
の
序
文
で
は、

最
明
寺
殿
和
歌
に
祐
信
が
当
世
風
の

絵
を
つ
け
た
と
書
か
れ
る。
一

例
を
挙
げ
れ
ば、

右
丁
に

「
着
る
物
も

人
に
か
は
る
は

装
束
を
せ
よ」、

左
丁
に
「
夕
ぐ
れ
に

る
用
も
な
き
に
た
だ

か
ろ
く
あ
り
か
む
こ
と
を
と
ど
め

ょ」

と
い
う、

変
わ
っ
た
服
装
を
し
な
い
こ
と
や、

夜
の
外

出
を
戒
め
る
歌
が
載
る
（
図
12

)

。

左
丁
の
頭
害
に
は
「
夜
陰

を
ま
ぎ
れ
に
盗
賊
悪
党
の
難
や
あ
ら
ん、

ゆ
か
で
か
な
は
ぬ

義
あ
ら
ば、

用
心
け
ん
ご
な
る
べ
し」

と
歌
か
ら
導
か
れ
る

教
訓
が
書
き
添
え
ら
れ
て
い
る。

こ
の
趣
向
は
好
評
だ
っ
た

ら
し
く、

同
じ
く
最
明
寺
殿
和
歌
を
も
と
に
し
た
続
編
『
絵

本
池
の
心』

が
五
年
後
の
元
文
四
年
（
一

七
三
九）
に
刊
行
さ

れ
た。

こ
ち
ら
は
三
近
子
に
よ
る
教
訓
は
書
き
込
ま
れ
ず、

歌
と
そ
の
内
容
に
沿
っ
た
絵
の
み
で
構
成
さ
れ
る。
一

例
と

し
て
右
丁
に
「
前
果
に
て
冨
た
っ
と
め
る
中
と
て
も

忘
る

ま
じ
き
は
無
常
成
け
り」、

左
丁
に
「
正
直
の
か
う
べ
な
け

つ
ね
の

さ
し
た

た
だ
よ
の

れ
ば
神
達
の

や
ど
り
所
の
す
く
な
か
る
ら
む」

と
い
う、

各
々
の
歌
に
絵
を
付
し
た
場
面
を
挙
げ
た
（
図
13

)

。

画
面
で

は
無
常
を
思
う
貴
人、

宮
参
り
に
詣
で
る
人
々
を
そ
れ
ぞ
れ

描
く。な

お
教
訓
歌
を
百
首
選
び
心
得
と
す
る
「
教
訓
百
首
型」

と
も
い
う
べ
き
分
野
は、
『
絵
本
池
の
心』
『
絵
本
清
水
の
池』

に
限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く、

往
来
物
の
ひ
と
つ
の
形
態
で

あ
る（
註
31
)。

こ
の
両
書
は
祐
信
が
挿
絵
を
描
く
絵
本
の
か
た

ち
を
と
る
が、

内
容
に
は
人
々
を
教
え
諭
す
往
来
物
の
意
図

が
反
映
さ
れ
て
い
る。

ま
た
祐
信
と
三
近
子
と
の
往
来
物
に、

寛
保
元
年
(
-

七

四
一
）
の
刊
記
を
も
つ
『
女
世
宝
要
袋』

が
あ
る。

本
書
は

こ
れ
ま
で
『
画
人
百
人
一

首』
（
神
宮
文
庫
本）

と
称
さ
れ
て

『
国
書
総
目
録』

等
に
収
載
さ
れ
て
き
た
が、

原
本
に
は
題

箔
も
な
く、

見
返
し
に
「
女
世
宝
要
袋」

と
書
か
れ
る
こ
と

か
ら、

当
初
の
題
名
が
『
女
世
宝
要
袋』

で
あ
っ
た
と
わ
か

る（
註
32
)。

内
容
は
百
人
一

首
の
歌
仙
絵
を
中
心
と
し
て、

道

徳
規
範、

和
歌
十
体
の
解
説、

賢
女
の
故
事
な
ど、

女
性
が

心
得
る
べ
き
諸
種
の
教
養
が
盛
り
込
ま
れ
る
（
図
14

)

。

②
内
藤
道
有
と
の
共
同
制
作

次
に
祐
信
と
内
藤
道
有
と
の
共
同
制
作
[
資
料]

③
を
み

て
お
き
た
い
。

宝
暦
三
年
（
一

七
五
三）
に
刊
行
さ
れ
た
『
女

朗
詠
教
訓
歌』

は、

序
文
に
晩
香
散
人
至
枝
撰
と
あ
り、

晩

香
散
人
を
号
と
す
る
内
藤
道
有
が
編
纂
に
あ
た
る。

は
じ
め
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に、

仁、

義、

礼、

智、

信
と
い
う
守
る
べ
き
道
徳
規
範
が

絵
入
で
説
か
れ、

そ
の
の
ち
に、

正
月
や
三
月
三
日、

五
月

五
日
な
ど
節
句
の
由
来、

三
十
六
歌
仙
の
歌
人
の
紹
介、

ま

た
手
紙
の
文
例、

教
訓
が
説
か
れ
た
あ
と、

和
歌
と
そ
こ
か

ら
読
み
取
れ
る
教
訓
が
書
か
れ
る。

小
野
小
町
の
和
歌
を
例

に
挙
げ
る
と
（
図
15

)、

古
今
集
に
載
る
「
わ
び
ぬ
れ
ば

身

を
う
き
く
さ
の

根
を
た
え
て

さ
そ
ふ
水
あ
ら
ば

い
な

ん
と
ぞ
お
も
ふ
」

が
掲
出
さ
れ
る。

こ
の
和
歌
は
文
屋
康
秀

が
赴
任
し
た
土
地
に
小
野
小
町
を
誘
っ
た
際
に、

返
事
と
し

て
小
町
が
詠
ん
だ
歌
で、

こ
ん
な
に
佗
し
い
我
が
身
な
の

で、

誘
う
水
が
あ
る
の
な
ら、

浮
草
の
よ
う
に
ど
こ
へ
で
も

流
れ
て
行
く
と
い
う
意
味
を
も
つ
。

注
釈
で
は
こ
の
和
歌
か

ら
教
訓
を
引
き
出
し、
「
妻
の
な
か
に
は
夫
の
家
が
貧
し
く

な
る
と、

人
を
羨
み、

夫
と
離
別
し
て
自
分
を
幸
せ
に
し
よ

う
と
す
る
者
が
い
る
が、

貧
富
と
い
う
の
は
宿
命
の
よ
う
な

も
の
で、

人
の
力
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
だ
か

ら、

舅、

姑、

夫
に
よ
く
仕
え
て、

女
性
と
し
て
の
徳
を
な

せ
ば、

天
か
ら
の
恵
が
あ
り、

根
の
絶
え
た
う
き
草
も
樹
木

と
な
っ
て
栄
え、

さ
そ
う
水
も
蒼
海
の
宝
を
生
む
よ
う
に、

家
の
な
か
が
栄
え
る」

と
教
訓
を
導
き
出
す。

ま
た
和
歌
・

注
釈
と
平
行
し
て、

頭
書
に
和
漢
の
賢
女
・

貞
女
の
故
事
が

挿
絵
と
と
も
に
害
か
れ
る。

祐
信
が
三
近
子
・

道
有
と
組
ん
で
制
作
し
た、

教
訓
を
内

容
と
す
る
往
来
物
の
例
を
み
て
き
た
が、

三
近
子
と
道
有
と

は
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
の
か、

さ
ら
に
別
の
版
本
か

（
三）

中
村
三
近
子
・

内
藤
道
有
と
往
来
物

祐
信
と
の
共
同
制
作
が
確
認
で
き
る
三
近
子
と
道
有
は、

共
に
ひ
と
つ
の
往
来
物
を
制
作
し
た
り、

三
近
子
の
著
作
を

道
有
の
版
元
・

植
村
藤
右
衛
門
が
刊
行
し
た
り、

両
者
は
た

が
い
に
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た。

三
近
子
と
道
有
と
が
共
同

刊
行
し
た
往
来
物
を
[

資
料]

④
に
挙
げ
たo

『
女
中
庸
珊
瑞
箱』

は
初
版
が
享
保
十
五
年
（
一

七
三
0)

に
刊
行
さ
れ、

嫁
・

姑
の
そ
れ
ぞ
れ
の
心
得
を
十
か
条
の
教

訓
に
し
て
記
す。

さ
ら
に
頭
書
に
は
貞
女
の
故
事
な
ど
の
ほ

か、

事
物
の
起
源
の
解
説
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る。

本
書
は

「
植
村
玉
枝
子
編
述」

と
あ
り、

道
有
が
編
述
し
た
こ
と
は

確
か
で
あ
る
が、
「
画
図

漱
石
子、

全
部
書
筆

中
村
三

近
子」

と
あ
り、

三
近
子
が
「
書
筆」

と
し
て
関
与
し
て
い

る。

三
近
子
は
筆
耕
の
境
遇
に
廿
ん
じ
て
い
た
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
お
り（
註
33
)、

本
書
な
ど
は
共
同
制
作
と
い
っ
て
も、

1

1一
近
子
は
「
書
筆」

と
い
う
裏
方
的
な
役
割
を
負
っ
て
い

る。

道
有
の
跛
文
に
よ
れ
ば、

彼
の
叔
父
が
在
世
中
に
家
の

幼
女
の
教
え
に
な
る
よ
う
に
と、

漢
籍
か
ら
女
子
に
ふ
さ
わ

し
い
教
戒
を
探
し、

書
き
贈
っ
た
内
容
を
も
と
に
し
た
も
の

と
い
う。

絵
は
橘
守
国、

長
谷
川
光
信、

漱
石
子
が
担
当
し

て
い
る。

三
近
子
に
よ
る
『
四
民
往
来』

は
士
農
工
商、

各
々
の
身

分
に
応
じ
た
用
文
の
文
例
や
関
連
す
る
言
葉
な
ど
を
載
せ
た

ら
検
討
を
加
え
て
み
た
い
。

重
厚
な
手
引
き
書
で、

男
性
を
対
象
と
す
る
往
来
物
で
あ

る。

本
書
は
享
保
十
四
年
（
一

七
二
九）
に
編
纂
が
成
り、

は

じ
め
京
都
の
文
台
屋
治
郎
兵
衛
か
ら
刊
行
さ
れ
た。

そ
の

後、

享
保
二
十
年
（
一

七
三
五）
に
植
村
藤
右
衛
門
を
版
元
と

し
て
再
版
本
が
刊
行
さ
れ
た。

例
え
ば
士
の
部
に
挙
げ
ら
れ

る
「
使
者
相
勤
文
章」

で
は、

公
家
方
へ
の
使
者
を
務
め
た

際
の
報
告
の
文
例
が
載
る。

ま
た
「
類
字・
縁
字」

と
し
て、

用
文
で
必
要
と
さ
れ
る
言
葉
が
列
挙
さ
れ
る。

全
体
的
に
情

報
量
が
豊
富
で、

到
底
広
く
深
い
知
識
が
な
い
と
著
作
・

編

纂
す
る
こ
と
が
不
可
能
な
内
容
を
も
つ
。

士
農
工
商
の
各
部

に、

三
近
子
自
ら
の
筆
に
よ
る
口
絵
が
一

図
ず
つ、

合
計
四

図
載
る
ほ
か
は、

文
字
の
み
で
構
成
さ
れ
る。

ま
た
『
一

代
書
用
筆
林
宝
鑑』

も
三
近
子
の
編
簗
に
よ
る

男
性
に
向
け
た
往
来
物
で、

享
保
十
五
年
（
一

七
三
〇）
に
初

版
本
が
植
村
藤
次
郎
か
ら、

寛
延
三
年
（
一

七
五
0)
に
再
版

本
が
植
村
藤
右
衛
門
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る。

見
返
し
に
は

三
近
子
の
名
と
並
ん
で
享
保
十
五
年
版
に
「
洛
陽
書
林

玉

枝
軒
蔵
版」、

寛
延――一
年
版
に
「
皇
都
書
林

植
村
玉
枝
軒

梓」

と
あ
り、

至
枝
軒、

つ
ま
り
内
藤
道
有
の
蔵
版、

上
梓

が
確
認
で
き
る。

絵
は
初
版
本
が
長
谷
川
光
信、

再
版
本
は

一

部
改
定
箇
所
の
み
を
橘
保
国（
註
包
が
手
掛
け、

佳
節
門、

祝
儀
門、

宮
室
門、

遊
興
門、

寺
社
門、

凶
儀
門
な
ど
十
門

に
分
類
し
て
手
紙
の
文
例
が
挙
げ
ら
れ
る。

例
え
ば
佳
節
門

に
「
年
始
披
露
状」、

遊
興
門
に
「
舟
遊
び
の
文」、

凶
儀
門

に
「
火
事
見
廻
状」

な
ど
が
載
る。

ま
た
頭
書
に
は
和
漢
の
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故
事、

類
語、

用
語
な
ど
が
載
り、

内
容
は
充
実
す
る。

祐
信
と
の
共
作
が
あ
る
三
近
子
と
道
有
は、

と
も
に
組
ん

で
往
来
物
を
出
版
す
る
な
ど、

緊
密
な
関
係
に
あ
っ
た。

ま

た、

特
に
三
近
子
は
往
来
物
の
作
者
と
し
て
博
識
を
誇
る
実

力
者
で
あ
り、

植
村
藤
右
衛
門
の
も
と
で
の
有
力
な
書
き
手

で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
て
く
る。

（
四）

中
村
三
近
子
・

内
藤
道
有
と
画
譜

橘
守
国
『
謡
曲
画
誌』
『
扶
桑
画
譜』

こ
の
ふ
た
り
の
往
来
物
作
者
・

版
元
は、

絵
画
と
深
い
つ

な
が
り
が
あ
っ
た。

橘
守
国
が
絵
を
描
い
た
『
謡
曲
画
誌』

の
本
文
を
中
村
三
近
子
が、

ま
た
同
じ
く
守
国
の
『
扶
桑
画

譜』

の
本
文
を
内
藤
道
有
が
手
掛
け
て
い
る
の
で
あ
る
(
[
資

料]

⑤）
。

享
保
十
七
年
（
一

七
三
二
）
刊
行
の
『
謡
曲
画
誌』

は、

謡

の
解
説
と
そ
の
内
容
を
あ
ら
わ
す
絵
か
ら
成
る
全
十
巻
の
大

著
で、

各
巻
に
五
番
ず
つ、

合
計
五
十
番
の
謡
が
収
め
ら
れ

る。
「
高
砂」
「
井
筒」
「
松
風」

な
ど、

謡
ご
と
に
詳
し
い
解

説
が
付
さ
れ、

絵
も
ひ
と
つ
の
謡
に
対
応
し
て
見
開
き
で
二

図
が
掲
載
さ
れ
る
な
ど、

行
き
届
い
た
内
容
を
も
つ。

例
と
し
て
「
源
氏
供
養」

の
絵
と
文
を
挙
げ
る。
「
源
氏

供
養」

は、

紫
式
部
の
霊
が
石
山
寺
へ
詣
で
た
安
居
院
法
印

に、

光
源
氏
の
供
養
を
乞
う
と
い
う
も
の
で、

絵
で
は
紫
式

部
の
霊
が
安
居
院
法
印
に
供
養
を
願
う
場
面
（
図
16

)

と、

「
源
氏
供
養」

の
舞
台
と
な
り、

ま
た
紫
式
部
が
『
源
氏
物

｀］＇；こ一冗

9 • -11 ‘f● _ べヒ竺主こ

図17 同『謡曲画誌』より「源氏供疫 石山寺の景」 図16 中村三近子・橘守国『謡曲画誌』より「源氏供疫」

東北大学付属図書館狩野文庫蔵

語』

を
執
筆
し
た
と
い
う
伝
承
で
著
名
な
石
山
寺
の
景
色
が

描
か
れ
る
（
図
17

)

。

三
近
子
に
よ
る
本
文
で
は、

紫
式
部
の

こ
と、
『
源
氏
物
語』

執
筆
の
経
緯、

ま
た
謡
曲
「
源
氏
供

養」

が、

安
居
院
法
印
の
書
い
た
源
氏
供
養
の
表
白
（
言
葉

や
文
章
で
述
べ
た
も
の）
を
取
り
入
れ
て
作
ら
れ
た
こ
と
な

ど
が
説
明
さ
れ
て
い
る（
註
35
)。

ほ
か
に
四
十
九
の
謡
に
対
し

て、

同
じ
形
式
で
絵
と
文
が
加
え
ら
れ
て
お
り、

三
近
子
の

謡
に
対
す
る
博
識
ぶ
り
が
示
さ
れ
る。

ま
た
橘
守
国
は、

三
近
子
の
み
な
ら
ず、

内
藤
道
有
と
も

『
扶
桑
画
譜』

の
共
同
制
作
を
行
っ
て
い
る。

こ
れ
は
詩
意

絵
・

歌
意
絵
の
画
譜
で
享
保
二
十
年
（
一

七
三
五）
に
刊
行
さ

れ
た。

道
有
に
よ
る
序
文
に
よ
れ
ば、

粉
本
の
乏
し
い
画
家

の
た
め、

ま
た
子
供
の
詩
歌
学
習
用
に、

当
時
す
で
に
有
名

だ
っ
た
橘
守
国
に
特
に
要
請
し
て、

明
の
葵
沖
喪
が
作
成
し

た
画
譜
に
倣
っ
て、

こ
の
画
譜
を
編
纂
し
た
と
あ
る。

一

例
と
し
て、

藤
原
定
家
の
「
鞘
旅」

の
歌
「
旅
人
の
袖

ふ
き
か
へ
す、

秋
か
ぜ
に、

夕
日
さ
び
し
き、

山
の
か
け
は

し」

の
画
面
を
挙
げ
る
（
図
18
右）
。

解
説
に
は
「
歌
の
心、

た
び
人
の
行
く
ら
し、

夕
日
さ
び
し
き
梯
の
ほ
と
り、

物
心

ぼ
そ
き
に、

秋
か
ぜ
の
つ
よ
く
吹
て、

袖
ふ
き
か
へ

す
さ

ま、

物
あ
は
れ
な
る
景
な
る
べ
し」

と
書
き
添
え
ら
れ
て
い

る。
「
行
き
暮
ら
す
と
は」

旅
の
途
中
で
日
が
暮
れ
る
こ
と。

こ
の
歌
が
心
細
く
物
寂
し
い
景
色
を
詠
ん
だ
も
の
と
解
説
さ

れ
る。

夕
日
を
向
こ
う
に
し
て、

橋
を
渡
る
人

、々

そ
れ
を

眺
め
る
貴
人。

山
深
い
渓
谷
の、

お
そ
ら
く
紅
葉
に
お
お
わ
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れ
た
秋
景
の
悲
し
さ
を、

画
譜
の
絵
が
伝
え
て
い
る。

同
じ
く
『
扶
桑
画
譜』

で
は
漢
詩
も
取
り
上
げ
ら
れ、

定

家
の
「
躇
旅」

に
つ
づ
き
「
春
怨
詩
図

朱
氏」

と
題
さ
れ

る
詩
が
載
る。
「
華
影
重
々
と
し
て
綺
窟
に
畳
む

築
姻
飛
上

て
枕
屏
香
ば
し

無
情
の
鶯
舌

春
夢
を
驚
か
す

愁
人
を
喚

び
起
し
て
夕
陽
に
対
す」

の
詩
と
そ
の
解
説
（
図
18
左）
、

詩

の
内
容
を
写
し
た
絵
が
付
さ
れ
る
（
図
19

)

。

美
し
い
女
性
が

香
を
焚
き
寝
台
に
横
に
な
る
が、

枕
元
の
窓
の
外
に
咲
く
梅

に
鶯
が
止
ま
り、

そ
の
囀
り
に
よ
っ
て
夢
か
ら
醒
め
る
と
い

う
場
面
で
あ
る。

全
体
に
漂
う
気
分
は
「
春
怨」

つ
ま
り
感

慨
に
耽
る
物
憂
い
気
持
ち
で、

守
国
は
こ
の
漢
詩
が
促
す
気

分
を
仕
女
図
の
伝
統
を
踏
ま
え
中
国
風
俗
で
描
く。

道
有
に

よ
る
本
文
は
漢
詩
を
補
っ
て、

詩
の
意
味
を
わ
か
り
や
す
く

解
く
も
の
で
あ
る（
註
36
)

0

『
扶
桑
画
譜』

に
は
こ
の
よ
う
に、

和
歌
と
漢
詩
を
載
せ、

各
々
歌
意
と
詩
意
と
に
解
説
を
加
え、

絵
を
付
し
た
も
の

が、

五
巻
合
計
で
八
十
六
種
載
る。

こ
の
画
譜
を
編
簗
し
た

道
有
も、

三
近
子
と
並
ぶ
教
養
人
で
あ
っ
た。

さ
ら
に
奥
付
部
分
に
は、

今
後
刊
行
さ
れ
る
予
定
の
画
譜

類
の
目
録
が
掲
載
さ
れ
て
い
る（
註
37
)。

橘
守
国
の
筆
に
な
る

『
本
朝
画
苑』
『
和
漢
画
本
武
者
袋』

と
並
ん
で、
『
画
本
鶯
宿

梅』

が
守
国
と
祐
信
と
の
合
作
で、

全
十
冊
と
い
う
大
著
で

の
公
刊
が
予
定
さ
れ
て
い
た。

し
か
し
計
画
通
り
に
は
実
現

せ
ず、
『
扶
桑
画
譜』

の
刊
行
か
ら
五
年
後
の
元
文
五
年
（
一

七
四
0)
に、
『
画
本
鶯
宿
梅』

は
守
国
ひ
と
り
の
手
に
よ
っ

図19 同『扶桑画譜」より「春怨詩図」 図18 内藤道有・橘守国『扶桑画譜』より「羅旅」、「春怨詩図」

大阪府立中之島図書館蔵

て
植
村
藤
右
衛
門
か
ら
刊
行
さ
れ
た（
註
38
)

0

道
有
は
往
来
物
の
刊
行
と
と
も
に、

守
国
や
祐
信
を
登
用

し
た
画
譜
編
纂
・

刊
行
に
も
版
元
と
し
て
意
欲
を
も
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る。

そ
し
て
祐
信
が、

往
来
物
刊
行
を
め
ぐ

る
輪
の
な
か
に
存
在
し
て
い
た
こ
と、

三
近
子
・

道
有
と
い

っ
た
作
者、

ま
た
作
者
兼
版
元
と、

守
国
な
ど
絵
師
た
ち
が

形
成
し
て
い
た
関
係
の
輪
の
な
か
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
る。

享
保
期
（
一

七
一

六
S
三
六）

は
近
世
往
来
物
史
の
な
か

で、

前
時
代
と
は
一

線
を
画
す
新
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
た
時
期

で
あ
る
と
考
察
さ
れ
て
い
る（
註
39
)。

そ
の
特
徴
の
ひ
と
つ
と

し
て、

作
者
の
在
り
方
の
変
化
が
挙
げ
ら
れ
る。

そ
れ
ま
で

の
往
来
物
は、

原
作
者
と
見
倣
さ
れ
る
歴
史
上
の
著
名
な
人

物
（
例
え
ば
弘
法
大
師、

小
野
第
な
ど）

に
作
者
を
仮
託
す

る
場
合
が
大
方
で
あ
っ
た。

し
か
し
享
保
期
頃
か
ら、

生
活

に
即
し
た
消
息
や
語
彙、

教
訓
を
編
纂
し
た、

よ
り
実
用
的

な
内
容
が
要
請
さ
れ
る
よ
う
に
な
り、

新
興
の
作
者
と
し
て

同
時
代
に
生
き
る
学
者
・

害
家
が
往
来
物
の
制
作
に
参
入
す

る
よ
う
に
な
っ
た。

三
近
子
や
道
有
は、

そ
の
よ
う
な
新
時

代
を
告
げ
る
往
来
物
の
担
い
手
た
ち
で
あ
っ
た。

往
来
物
の
制
作
者
と
絵
師
と
が
深
く
関
わ
り、

当
時
の

人
々
が
共
有
し
て
い
た
教
養、

理
想
的
な
暮
ら
し、

理
想
的

な
人
間
の
在
り
方
の
イ
メ
ー
ジ
を
絵
に
す
る。

あ
る
い
は
作

者
が
そ
の
詩
歌
や
謡
な
ど
に
対
す
る
博
識
ぶ
り
を
発
揮
し

て、

画
譜
の
編
纂
に
テ
キ
ス
ト
の
面
か
ら
関
与
す
る
と
い
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う、

思
想
や
教
養
と、

絵
画
と
の
間
に
生
じ
る
相
関
関
係

が、
一

連
の
検
討
の
な
か
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る。

（
五）

祐
信
絵
画
の
源
泉
と
し
て
の
往
来
物

「
宮
詣
図」
「
墨
磨
り
美
人
図」

つ
づ
い
て
祐
信
に
お
け
る
往
来
物
と
絵
画
と
の
関
連
を
み

て
ゆ
き
た
い
。

祐
信
の
肉
筆
画
「
墨
磨
り
美
人
図」
（
図
20

)

は
女
性
が
手
紙
を
書
こ
う
と
墨
を
磨
る
と
こ
ろ
を
描
く。

こ

の
図
様
は、

往
来
物
の
な
か
で
培
わ
れ
た
女
性
イ
メ
ー
ジ
と

無
縁
で
は
な
い
。

往
来
物
で
は、

手
紙
が
人
間
関
係
を
築
く

う
え
で
の
大
切
な
嗜
み
と
見
倣
さ
れ、

文
例
を
挙
げ
て
書
き

方
の
手
本
を
示
し、

口
絵
な
ど
で
優
雅
に
手
紙
を
書
く
女
性

の
姿
が
描
か
れ
て
き
た。
〈
往
来〉

が、

も
と
も
と
手
紙
の

往
復
書
簡
の
意
味
で
あ
っ
た
こ
と
や、

往
来
物
が
手
紙
の
文

例
集
で
あ
る
こ
と
を
起
源
と
す
る
の
を
考
慮
す
れ
ば、
「
墨

磨
り
美
人
図」

に
は、

往
来
物
を
介
し
て
形
成
さ
れ
た、

手

紙
を
し
た
た
め
る
理
想
的
な
教
養
あ
る
女
性
像
が
投
影
さ
れ

て
い
る
と
見
倣
せ
よ
う。

な
お、

こ
の
図
と
類
似
す
る
図
様
が、

植
村
藤
右
衛
門
か

ら
元
文
五
年
（
一

七
四
0
)

に
刊
行
さ
れ
た
祐
信
絵
本
『
絵

本
千
年
山』

に
認
め
ら
れ
る
こ
と
も
興
味
深
い
符
合
で
あ
る

（
図
21

)

。

こ
の
絵
本
は
和
歌
を
使
っ
て
教
訓
を
説
く
も
の

で、

作
者
は
「
広
莫
の
野
人

玄
同
撰」

と
序
文
に
あ
る。

閏
で
こ
っ

そ
り
と
墨
を
磨
り
手
紙
を
書
こ
う
と
す
る
女
性

に、

夫
の
留
守
に
か
く
し
喰
い
（
浮
気）

を
し
て
は
い
け
な

？}ーi1,.
1‘、．ノ
3

tl、
人
,
1{
 

＇^
 
出
＂t
{
し
も

が
“t'
‘̀

!"
t
A -

ふ
が

＇�
 

lb

1
 

2
 ？

ー
・
ム

2

U
 

令ヽ＇·

図21 西川祐信『絵本千年山』 国立国会図書館蔵
図20 西川祐信筆「墨磨り美人図」 フリーア美術館蔵

` • - - - —• 

図23 林蘭•西川祐信『女教文章鑑．l
『江戸時代女性文庫・補追4』より

図22 西川祐信筆「宮詣図」 フリーア美術館蔵
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い
と
諭
す。

ま
た、

お
宮
参
り
を
描
く
「
宮
詣
図」
（
図
22

)

も、

お
そ

ら
く
往
来
物
を
介
し
て
醸
成
さ
れ
た
で
あ
ろ
う、

女
性
の
理

想
的
な
暮
ら
し
の
ひ
と
こ
ま
を
切
り
取
っ
た
図
様
で
あ
る。

祐
信
が
手
掛
け
た
往
来
物
の
挿
絵
に
は、

参
詣
す
る
家
族
の

図
様
が
描
か
れ
（
『
女
教
文
章
鑑』

図
23

)

、

ま
た
教
訓
を
語

る
な
か
で
参
詣
す
る
親
子
が
描
か
れ
る
（
『
絵
本
池
の
心
』

図
13
左）
。

往
来
物
で
共
有
さ
れ
た
生
活
感
党
が、

肉
筆
画

と
い
う
版
本
と
は
異
な
る
媒
体
の
な
か
に
も
理
想
化
さ
れ
て

投
影
さ
れ、

祐
信
の
美
人
画
を
生
み
出
す
ひ
と
つ
の
源
泉
と

な
っ
て
い
る。

本
稿
で
は
西
川
祐
信
の
絵
本
・

往
来
物
が
制
作
さ
れ
る
背

景
を
探
り、

祐
信
が
同
時
代
に
活
躍
し
た
学
者
た
ち
と
共

に、

当
時
の
学
問
動
向
と
深
く
関
わ
り
な
が
ら
版
本
の
制
作

を
行
っ
て
い
た
状
況
を
明
ら
か
に
し
て
き
た。

祐
信
の
描
く

美
人
像
の
源
泉
の
ひ
と
つ
に
は
故
実
的
な
関
心
に
基
づ
く
テ

キ
ス
ト
が
介
在
し、

ま
た
往
来
物
を
通
じ
て
培
わ
れ
た
理
想

的
な
女
性
の
在
り
方
が
投
影
さ
れ
て
い
た。

そ
れ
は
肉
筆
画

の
図
様
を
生
み
出
す
源
泉
の
ひ
と
つ
と
も
な
っ
て
い
た。

祐
信
が
活
躍
し
た
十
八
世
紀
前
半
期
は、

学
問
的
な
成
果

に
支
え
ら
れ
た
教
養
が
上
層
階
級
の
み
な
ら
ず、

市
井
や
農

村
に
生
き
る
人
々
へ

出
版
を
通
じ
て
普
及
す
る
時
代
で
あ
っ

お
わ
り
に

た。

徳
川
吉
宗
の
治
世
下、

享
保
期
の
村
落
社
会
に
お
け
る

〈
知〉

の
享
受
に
つ
い
て、

横
田
冬
彦
氏
が
興
味
深
い
当
時

の
状
況
を
指
摘
す
る（
註
40
)。

村
の
〈
知
識
人〉

と
し
て
名
主

や
庄
屋
な
ど
の
上
層
農
民、

医
師、

寺
子
屋
師
匠、

僧、

神

主
等
が
存
在
し、

彼
ら
の
ま
わ
り
に
は、

そ
の
教
授
を
受
け

る
子
供
や
農
民
が
広
汎
な
裾
野
を
作
っ
て
い
た
こ
と、
〈
知

識
人〉

の
蔵
書
目
録
が
い
っ
せ
い
に
出
て
く
る
の
が
享
保
期

で
あ
る
こ
と、

俳
諧
や
謡
が
下
層
農
民
に
ま
で
急
速
に
浸
透

し
た
こ
と、

な
ど
で
あ
る。

享
保
七
年
（
一

七
二
二
）
、

吉
宗

り
＜

ゆ

え
ん

ぎ

た
い

い

の
命
で
『
六
諭
術
義
大
意』
（
明
の
太
祖
が
発
布
し
た
教
訓

「
六
諭」

を
清
のサ
氾
銃
が
解
説
し
た
『
六
諭
術
義』

を
も
と

に、

室
鳩
巣
が
仮
名
交
じ
り
の
平
易
な
文
に
改
め
た
も
の。

「
孝
順
父
母」
「
尊
敬
長
上」

な
ど
六
つ
の
徳
目
が
説
か
れ
る）

が
編
纂
・

刊
行
さ
れ
た
の
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に、

将
軍
権

カ
の
側
か
ら
も
儒
教
の
徳
目
や
教
養
理
解
の
た
め
の
手
習
い

が
奨
励
さ
れ
た。

こ
の
『
六
諭
術
義
大
意』

の
注
釈
『
六
諭
術
義
小
意』

を

享
保
十
六
年
（
一

七
三
一
）
に
刊
行
し
た
の
が
中
村
三
近
子
で

あ
る。

祐
信
は
ま
さ
に
時
代
の
〈
知〉

と
連
関
し
な
が
ら、

書
籍
の
需
要
が
高
ま
る
社
会
の
要
請
に
応
え
て、

絵
を
描
く

こ
と
で
教
養
の
普
及
を
担
っ
た
十
八
世
紀
前
半
期
の
申
し
子

の
よ
う
な
絵
師
で
あ
っ
た。

本
稿
で
は
そ
の
輪
郭
を
辿
る
だ
け
に
留
ま
り、

各
々
の
事

例
を
深
く
掘
り
下
げ
る
ま
で
に
到
ら
な
か
っ
た
が、

上
方
で

描
か
れ
た
浮
世
絵
と
は
何
を
要
因
に
生
み
出
さ
れ
た
の
か、

6
 

5
 

4
 

3
 

2
 

註 と
い
う
問
い
に
対
す
る
僅
か
な
手
掛
か
り
と
な
れ
ば
幸
い
で

あ
る。多

田
南
嶺
の
伝
記
・

学
問
に
つ
い
て
は 、

古
相
正
美
氏
に
よ
る
詳
細

な
研
究
『

国
学
者
多
田
義
俊
南
嶺
の
研
究』
（
勉
誠
出
版 、

平
成
十

二
年）

を
参
照
し
た 。

風
間
誠
史
『

叢
書
江
戸
文
庫
四
十
二

多
田
南
嶺
集』
（
国
書
刊
行

会 、

平
成
九
年）

解
題
を
参
照 。

『
故
実
類
緊
抄』

の
翻
刻
は 、

古
相
氏
論
考
（
前
掲
註
l
)

に
収
載
さ

れ
る 。

本
稿
で
は
そ
の
翻
刻
を
参
照
し
た 。

『
故
実
類
栗
抄』

の
該
当
箇
所
は
以
下
の
通
り

〈
故
実
の
事〉
「
…
…

総
て
故
実
と
云
は 、

何
れ
の
書
に
依
て
是
を
本
意
と
す
る
ゆ
へ

、

我
家
の
故
実
し
や
と
云
こ
と
可
也 。

か
た
き
よ
り
と
こ
ろ
も
な
き

に
故
実
と
は
云
へ
か
ら
す
…
…」

[
古
相
氏
論
考
（
前
掲
註
ー 、

二
五

九
頁)
] 。
一

般
的
に
有
識
故
実
と
は
公
家
有
職 、

武
家
故
実
の
総

称
と
さ
れ
る
が 、

古
相
氏
は
こ
の
項
に
言
及
し
た
う
え 、

南
嶺
自

身
は
自
ら
の
著
作
に
対
し
て
「

有
職」

の
語
は
用
い
ず
「

故
実」

の
語
を
用
い 、

そ
の
内
容
は
武
家
故
実
に
限
る
も
の
で
は
な
く 、

典
拠
を
引
く
べ
き
も
の
は
全
て
「

故
実」

と
考
え
て
い
た
と
指
摘

す
る
[
古
相
氏
論
考
（
前
掲
註
ー 、

二
立
五
＼

六
頁)
r

本
稿
で
も

南
嶺
の
概
念
に
従
い
「

典
拠
に
基
づ
く
古
の
事
実」

と
し
て
「

故

実」

の
語
を
用
い
る 。

①
中
村
幸
彦
「

多
田
南
嶺
の
小
説」
（
初
出
・

昭
和
十
五
年
／
『

中
村

幸
彦
著
述
集

第
六
巻』
[
中
央
公
論
社 ヽ

昭
和
五
十
七
年]

に
再

録）
‘

②
長
谷
川
強
『

浮
世
草
子
の
研
究』

第
四
章

第
一

節
（
桜

楓
社 、

昭
和
四
十
四
年）
に
お
い
て
指
摘 、

考
察
さ
れ
る 。

『
翁
草』

の
該
当
箇
所
は
以
下
の
通
り 。
「

拶
八
文
字
屋
自
笑
が

年
々
の
新
板
も
の 、

作
者
其
碩
死
し
て
後
は 、

墓
々
敷
作
者
も
無

り
し
を 、

南
嶺
之
を
書
き
初
め
て
よ
り 、

を
さ
／
＼
其
碩
が
筆
法

に
不
劣 、

而
も
当
世
の
気
を
呑
み
込
て
書
く

故
に 、

物
に
よ
り
て

は
其
碩
を
も
圧
り 、

中
に
も
鎌
倉
袖
日
記
な
ど
は 、

幾
度
見
て
も
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独
笑
す
る
佳
作
な
り
…
…」（『
翁
草』
巻
百
六
「
享
保
年
間
洛
俳
諧

の
噂
続」
歴
史
図
書
社、
昭
和
四
十
五
年）。

中
村
幸
彦
氏
は
関
根

正
直
氏
が
初
め
に
こ
の
記
事
に
言
及
し
た
と
指
摘
す
る
（
中
村
氏

論
文、
前
掲
註
5
①‘
―
―一
六
頁）。

中
村
氏
論
文
（
前
掲
註
5
①)

南
嶺
の
戯
作
に
つ
い
て
は
研
究
史
を
含
め、

風
間
氏
に
よ
る
『
多

田
南
嶺
集』
解
題（
前
掲
註
2
)

を
参
照。
ま
た
南
嶺
と
八
文
字
屋

本
浮
世
草
子・
役
者
評
判
記
と
の
関
わ
り
は、

神
谷
勝
広
氏
に
よ
っ

て
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る。

①
「
多
田
南
嶺
の
浮
世
草
子

I

当
代
俳
壇
と
の
関
係
を
軸
に

ー」（『
近
世
文
芸』
第
七
十一
号、

日
本
近
世
文
学
会、

平
成
十一一
年一
月）‘

②
「
多
田
南
嶺
と
役
者

評
判
記」（『
国
語
と
国
文
学』
第
八
十
巻
第
五
号
〈
九
五
四
号〉、

東
京
大
学
国
語
国
文
学
会、
至
文
堂、

平
成
十
五
年
五
月
号）、

③

「
多
田
南
嶺
と
八
文
字
屋」
（『
国
文
学

1

解
釈
と
教
材
の
研

究

ー』
第
五
十
巻
第
六
号
〈
七
二
四
号〉、

学
燈
社、

平
成
十
七

年
六
月
号）

神
谷
勝
広
「
多
田
南
嶺
と
絵
本」（『
同
志
社
国
文
学』
第
六
十一

号、
同
志
社
大
学
国
文
学
会、

平
成
十
六
年
十一
月）

祐
信
絵
本
の
書
誌
は、

松
平
進
『
日
本
書
誌
学
大
系
五
十
七

師

宣
祐
伯
絵
本
書
誌』（
青
裳
堂
書
店、

昭
和
六
十――一
年）
を
参
照。

『
故
実
類
衆
抄』
古
相
氏
論
考
（
前
掲
註
1‘
―1
0
三
頁）

『
絵
本
花
の
鏡』
は
『
叢
習
江
戸
文
庫
四
十
二

多
田
南
嶺
集』（
前

掲
註
2
)

に
収
載
さ
れ
る。

該
当
箇
所
は
以
下
の
と
お
り。
「
漢
土
か
け
物
の
は
じ
ま
り
は
漢
の

高
祖
営
陽
に
か
こ
ま
れ
給
ふ
時、

張
良
林
に
絵
を
か
き
た
る
事
あ

り。
今
の
様
に
壁
上
に
掛
る
事
は、

武
帝
五
詐
宮
に
お
ゐ
て
周
公

旦
の
図
を
か
け
て
雷
光
と
い
ふ
大
臣
に
見
せ
給
ふ
事、
後
漢
書
に

見
え
た
り。
日
本
に
て
は
天
平
宝
字
の
比
に
は
じ
ま
る。

国
史
に

載
て
明
な
り」

該
当
箇
所
は
以
下
の
と
お
り。
「
日
本
に
て
蓬
莱
山
と
い
ふ
は
富

士、

熱
田、
い
つ
く
嶋
な
ど
を
い
へ
ど
も、

絵
に
う
つ
す
は
東
海

道
沼
津
に
む
か
し
名
山
有
て
霊
亀
出
た
り。
此
山
を
う
つ
し
て
世

に
是
を
沼
津
絵
の
は
じ
め
と
す」

該
当
箇
所
は
以
下
の
と
お
り。
〈
沼
浬
と
云
屏
風
之
事〉「
中
古
の
町

絵
の
屏
風
師
な
れ
と
も、
あ
れ
か
本
姓
は、

其
身
は
知
る
ま
し
け

れ
と
も
瀧
野
と
云
氏
に
て、

東
海
道
沼
津
の
者
に
て、

沼
津
の
脇
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に
小
山
あ
り。
松
竹
生
茂
り
て
絵
に
書
る
宝
来
山
の
如
し。

其
小

山
の
下
よ
り
大
の
亀
出
て
海
に
入
る。

是
を
瀧
野
氏
見
止
て、

其

山
の
図
を
写
て
屏
風
に
書
あ
は
し
て、

鎌
倉
の
宗
尊
王
親
王
へ
奉

る。
こ
の
親
王
は
御
嵯
峨
院
の
皇
子
に
て、

征
夷
大
将
軍
に
な
っ

て
鎌
倉
に
在
す
時
也。
去
る
に
依
て、
是
よ
り
彼
の
屏
風
の
絵
日

本
国
の
諸
大
名
婚
礼
の
時、
必
沼
津
か
宝
来
の
屏
風
と
て
被
用
な

り。
瀧
野
何
某
は
都
に
登
て、

終
に
屏
風
之
司
と
な
る。

今
の
沼

津
屏
風
の
家
な
れ
と
も、

両
家
に
別
れ
て、
一
流
は
先
祖
の
通
り

武
士
を
立
て、

禁
中
の
御
使
番
の
内
に
瀧
野
何
某
と
て
あ
り。

屏

風
屋
の
方
に
は
沼
津
と
は
か
り
覚
て
居
る
体
に
見
た
り」
古
相
氏

論
考
（
前
掲
註
1、
二
六
二
頁）

該
当
箇
所
は
以
下
の
と
お
り。
「
今
俗
に
い
ふ
か
も
じ
と
い
ふ
物

は、

令
義
解
に
義
響
と
あ
り
て、
天
武
天
皇
の
御
時
よ
り
は
じ
ま

る。
女
の
祐
筆
は
古
来
よ
り
あ
れ
共、
近
世
小
野
の
お
通
な
ど
を

す
ぐ
れ
た
り
と
す。
お
ぬ
ひ
の
女
に
は、

十
二
の
作
法
あ
り。
お

乳
の
人
は
国
史
に
乳
母
と
よ
ま
せ
た
り」。
狂
句
は
「
椎
本
オ
麿

行
や
ら
で

花
に
か
け
た
る

ぬ
れ
む
つ
き」

該
当
箇
所
は
以
下
の
と
お
り。
「
遊
諸
な
ど
に
て、
花
を
う
つ
と
て

紙
を
出
す。
こ
れ
を
俗
に
昏
花
と
い
ふ。
昔
よ
り
あ
る
事
に
て、

唐
土
に
て
は
個
貨
葉
と
い
ふ
よ
し、

俗
語
通
繹
に
見
え
た
り」。
狂

歌
は
「
卜
陽

下
さ
る
A

昏
も
元
よ
り
よ
し
野
紙

は
る
に
え

に
し
の

あ
り
と
お
も
へ
ば」

神
谷
氏
論
文
（
前
掲
註
9
)

白
倉
敬
彦
「
西
川
祐
信
の
描
い
た
春
画
の
女」（『
国
文
学

1

解
釈

と
鑑
買』
第
七
十一
巻
十
二
号、
至
文
堂、

平
成
十
八
年
十
二
月

号）伊
藤
東
涯
『
名
物
六
帖』
天
理
図
書
館
複
製
第
五
十
八
号
（
朋
友

書
店、
昭
和
五
十
四
年）

往
来
物
の
概
要
は、

①
石
川
松
太
郎
監
修
『
往
来
物
大
系』（
大
空

社、

平
成
四
年
＼
六
年）
各
期
の
序
文
を
参
照。
ま
た
②
石
川
松
太

郎
『
往
来
物
の
成
立
と
展
開』（
雄
松
堂
フ
ィ
ル
ム
出
版、
昭
和
六

士
二
年）
に
詳
し
い。

影
印
本
を
集
大
成
し
た
全
集
『
往
来
物
大
系』（
全
百
巻、
大
空
社、

平
成
四
年
＼
六
年）、
『
江
戸
時
代
女
性
文
庫』（
全
百
巻、

大
空
社、

平
成
六
年
＼
十
年）、
『
稀
限
往
来
物
集
成』（
全――-
+――
巻、

大
空

社、

平
成
八
年
＼
十
年）
の
刊
行
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に、

往
来
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物
を
め
ぐ
る
研
究
は
近
年
著
し
く
進
展
し
て
い
る。

中
野
三
敏
「
静
観
坊
ま
で

1

談
義
本
研
究（
五）、
十
五、

児
戯

笑
談」（『
戯
作
研
究』
中
央
公
論
社、
昭
和
五
十
六
年
／
初
出
『
近

世
文
芸

研
究
と
評
論

第
五
集』
早
稲
田
大
学
暉
峻
康
隆
研
究

室、
昭
和
四
十
八
年）

和
田
充
弘
「
近
世
往
来
物
作
者
に
お
け
る
庶
民
教
育
論

1

中
村

＿―-
近
子
を
事
例
と
し
て

ー」（『
日
本
教
育
史
研
究』
第
二
十
五

号、
日
本
教
育
史
研
究
会、

平
成
十
八
年
八
月）

本
稿
は
版
画
研
究
会（
平
成
十
七
年
七
月一一
十
九
日）
に
お
い
て
発

表
し
た
「
西
川
祐
信
と
版
本

ー
＋
八
世
紀
前
半
の
学
問
史
と
の

関
係
か
ら」
の
内
容
に
基
づ
く
が、
一
二
近
子
が
道
有、

祐
信、

守

国
ら
と
共
同
で
活
動
を
行
っ
て
い
た
こ
と
は、

和
田
充
弘
氏
も
三

近
子
研
究
の
立
場
か
ら、
近
世
学
問
都
市
京
都
研
究
会（「
近
世
往

来
物
作
者
に
お
け
る
手
習
と
学
問

1

中
村
三
近
子
を
中
心
に」

平
成
十
七
年
七
月
一
日）
の
発
表
で
指
摘
し
て
い
る
(
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h
t
m

)。
ま
た
中
野
三
敏
氏
は一一一
近
子
が
絵
本
類
に
関
わ
っ
た
例
と

し
て、
『
最
明
寺
殿
教
訓
百
首』
及
び
『
絵
本
池
の
心』（
共
に
祐

信）、
『
謡
曲
画
誌』（
守
国）
を
挙
げ
て
い
る
（
中
野
氏
論
文、

前

掲
註
23
)。

『
国
書
総
目
録』
を
参
照
の
う
え
諸
本
を
確
認
し
た。

林
涸
は
大
坂
の
女
流
書
家
と
し
て
『
女
学
範』『
女
早
学
問』
に
載

る
[
小
泉
吉
永
「
女
筆
手
本
類
の
筆
者」（『
近
世
の
女
筆
手
本

1

女
文
を
め
ぐ
る
諸
問
題』
金
沢
大
学
社
会
現
境
科
学
研
究
科・
博
士

論
文、

平
成
十一
年、
h
号
ミ
w
g,;,
bekkoa
me.
ne.
j
p/ha/a
_r
/

D3.
h
tm

六
二
＼
六
三
頁）
r

居
初
都
音（
津
奈）
は
女
性
習
家
で、

十
七
世
紀
後
半
期
に
活
躍
し

た（
小
泉
氏
論
文、
前
掲
註
27、
六
六
＼
七
六
頁）。

元
禄
三
年（一
六
九
0
)

に
刊
行
さ
れ
た
『
女
書
翰
初
学
抄』
の一

部
を
改
刻
し、

祐
信
の
挿
絵
を
入
れ
た
改
題
本
で
あ
る
こ
と
が
指

摘
さ
れ
る
（
小
泉
氏
論
文、
前
掲
註
27、
七
二
頁）。

池
田
廣
司
「
西
明
寺
殿
百
首」
解
題（『
中
世
近
世
道
歌
集』
古
典

文
庫一
八
0、
昭
和
三
十
七
年、
二
三
四
頁）

石
川
氏
論
考（
前
掲
註
21
②、
六
三
頁）。
教
訓
歌
に
つ
い
て
は
斎

藤
巌
夫
「
教
訓
歌
に
つ
い
て」（
杉
山一
興
編
『
日
本
社
会
史
論
集』

向
上
社、
昭
和
四
十
年）、

伊
藤
嘉
夫
「
異
種
百
人一
首
（
三）

ー
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道
歌・
教
戒
に
関
す
る
も
の

ー」（『
跡
見
学
園
女
子
大
学
紀
要』

第
六
号 、
昭
和
四
十
八
年） 、

木
野
主
計
「

往
来
物
よ
り
見
た
る
道

歌」（『
藝
林』
第
四
十
四
巻
第一
号 、

褻
林
会 、

平
成
七
年）
を
参

照 。な
お
『

国
書
総
目
録』
に
『一

世
宝
要
袋』
と
題
さ
れ
て
収
載
さ

れ
る
東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
本
は 、

確
認
し
た
と
こ
ろ

『
女
世
宝
要
袋』
と
同
本
で 、

題
名
の
登
録
違
い
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
た 。
狩
野
文
庫
本
も
宝
暦
十
三
年（一
七
六
三）
刊
行
の
再
版

本
で
あ
る 。

和
田
氏
論
文
（
前
掲
註
24 、
五
頁）

本
書――
丁
表
の
絵
師
名
記
載
と
奥
付
に
は
「

橘
国
保」
と
あ
る 。

「
橘
国
保」
と
は
『

難
波
丸
綱
目』
延
享
五
年（一
七
四
八）
版
に

「
守
国
男
橘
国
保」 、
同
書
安
永
六
年（一
七
七
七）
版
に
「

故
橘
守

国
男
橘
保
国」
と
載
る 、

橘
守
国
の
息
「

橘
保
国」
の
こ
と
で
あ

ろ
う 。
は
じ
め
「

国
保」
と
名
乗
り 、

後
に
「

保
国」
と
し
た
か 、

あ
る
い
は
「

国
保」
は
「

保
国」
の
誤
り
と
見
ら
れ
る 。
な
お 、

寛
延
三
年（一
七
五
0)
に
刊
行
さ
れ
た
本
書
は 、

保
国
の
挿
絵
の

あ
る
版
本
と
し
て
は
最
初
期
の
も
の
で
あ
る 。

三
近
子
に
よ
る
本
文
は
次
の
と
お
り 。

〈
源
氏
供
養〉「
紫
式
部
は
初

の
名 、

藤
式
部
と
い
ふ 。
越
前
守
為
時
が
女
に
し
て 、
上
東
門
院

の
官
女
也 。
幼
よ
り
心
明
達 、

和
歌
の
道
に
長
じ 、

和
漢
の
書
に

も
数
多
亘
り 、

深
き
理
を
も
理
会
し
ゑ
て 、

仏
経
に
も
通
じ 、
天

台一
心
三
観
の
血
脈
を
き
は
む 。

或
時 、

斎
宮
よ
り
上
東
門
院
の

御
方
へ
珍
ら
し
き
草
紙
あ
ら
ば
見
侍
ら
ん
と 、

御
使
あ
り 。
や
が

て
式
部
を
め
さ
れ 、

斎
宮
よ
り

爾
々
の
作
あ
り 、

う
つ
ぼ 、
竹
取

な
ど
の
物
語
は
め
な
れ
玉
ふ
べ
け
れ
ば 、

新
し
き
草
紙
語
り
出
し

奉
れ
と
の
た
ま
へ
ば 、

式
部
当
時
の
面
目
と
思
へ
ど
も 、
新
に
作

る
事
な
れ
ば 、

何
を
便
に
作
る
べ
き
と
も
思
は
ざ
り
し
か
ば 、
石

山
寺
に
籠
り 、

観
音
寺
に
祈
誓
し
け
る
に 、
八
月
十
五
夜
に
て 、

秋
水
瀕
来
訟
去
速 、
夜
雲
収
尽
月
行
遅
と 、
心
を
澄
し
け
る
に 、

自
然
と
須
磨
明
石
の
二
巻
を
作
り
物
し
よ
り 、
残
り
の
巻
々
心
に

う
か
み
奉
に
ま
か
せ
て 、

作
り
出
せ
り 。

故
に
須
磨
の
巻
に
今
夜

は
八
月
十
五
夜
な
る
と
あ
り 。

其
言
荘
子
が
寓
言
に
な
ら
ひ 、

仮

を
以
て
真
と
す 。

古
へ
よ
り
国
字
粧
紙
多
し
と
い
へ
ど
も 、
此
物

語
を
以
て
最
上
と
す 。
就
中 、

紫
の
巻
の
詞 、

絶
妙
な
る
と
て 、

名
を
紫
式
部
と
賜
ふ 。

時
の
人 、

日
本
紀
局
と
称
す 。

源
氏
物
語
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六
十
帖
と
申
せ
ど
も 、

今
宵
所
は
五
十
四
帖
な
り 。
こ
れ
は
和
歌

の
伝
に
し
て 、
深
き
心
あ
り
と
し
る
べ
し 。
源
氏
供
養
の
事
は 、

安
居
院
法
印
聖
覚
が
書
る 、
源
氏
供
養
の
表
白
と
い
ふ
も
の
あ
り 。

そ
れ
を
以
て
此
謡
を
作
る
と
い
ふ」

道
有
に
よ
る
本
文
は
次
の
と
お
り 。
「

詩
意
は
春
は
惣
じ
て
女
の
感

慨
を
催
す
も
の
な
り 、

華
が
二里
／
＼
窓
に
映
じ
て 、

う
つ
く
し

く
い
ろ
へ
た
る
ま
ど
の
中
へ 、

花
を
畳
み
入
て 、

置
や
う
な
ぞ 、

綺
窓
の
そ
ば
に
簗
字
の
形
に
製
し
た
る
名
香
な
ど
を
焼
ば 、
立
姻

ま
で
も 、

築
字
の
ご
と
く
た
ち
て
面
白
き
ぞ 、

殊
に
屏
風
枕
ま
で

に 、

香
気
が
匂
ふ
ぞ 、
思
ひ
余
り
て
昼
ね
を
せ
し
が 、

寝
る
内 、

少
し
春
の
怨
を
忘
れ
た
る
し
に 、

鶯
が
夕
陽
に
き
た
れ
ば 、
起
よ

か
し
と 、

頻
に
鳴
て
夢
を
覚
し
た
ぞ 、

籾
＞ 、

心
な
き
鶯
か
な 、

な
か
ず
ど
永
く

夢
を
結
ば
せ
よ
と
の
こ
こ
ろ
な
り」

目
録
の
内
容
は
次
の
と
お
り 。
「

京
師
書
房
茉
枝
軒
画
本
板
行
目

次 、
一

和
朝
名
勝
画
図 、

藤
井
漱
石
子
画
筆 、
全
部
四
冊 、

板
行

出
来
／一

本
朝
画
苑 、

橘
有
税
子
画
筆 、
全
部
六
冊 、
近
日
出

来
／一

画
本
鶯
宿
梅 、

橘
有
税
子・
西
川
祐
信
両
画
筆 、
全
部
十

冊 、
追
而
板
行
／一

和
漢
画
本
武
者
袋 、

橘
有
税
子
画
筆 、
全
部

四
冊 、
同
板
行」

浅
野
秀
剛
氏
は
こ
の
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で 、

祐
信
が
河
内
屋
宇

兵
衛
か
ら
寛
保―一
年（一
七
四
二）
に
刊
行
し
た
『

絵
本
倭
比
事』

は 、

祐
信
が
『

画
本
鶯
宿
梅』
の
た
め
に
用
意
し
た
稿
を
増
補
し

た
も
の
と
推
測
し
て
い
る
（
浅
野
秀
剛
「

橘
守
国
と
そ
の
門
流

（
上）」『
浮
世
絵
芸
術』
八
十
二
号 、
昭
和
五
十
九
年 、
二
五
頁） 。

享
保
期
の
往
来
物
を
め
ぐ
る
傾
向
と
そ
の
位
置
づ
け
は 、

和
田
充

弘
「

元
禄・
享
保
期
の
出
版
文
化
と
往
来
物
作
者
た
ち」（『
日
本
史

フ
ォ
ー
ラ
ム』
創
刊
号 、

日
本
史
フ
ォ
ー
ラ
ム・
京
都 、

平
成
十
八

年
三
月）
に
考
察 、
指
摘
さ
れ
る 。

横
田
冬
彦
「

近
世
の
学
芸」（
歴
史
学
研
究
会
・
日
本
史
研
究
会
編

『
日
本
史
講
座

六』
東
京
大
学
出
版
会 、

平
成
十
七
年）
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（
凡
例）

r
題』
・

作
者（
刊
記
名）
／
絵
師、

刊
行
年、

書
陣、

底
本。

備
考
の
順
に

記
し
た。

▼
印
は
祐
倍
の
絵
に
よ
る
往
来
物、

◆
印
は
祐
信
画
以
外
の
往
来
物、

■
印
は
画
譜゚

●
印
は
絵
本。

絵
本
の
書
誌
は
松
平
進
『
師
宣
祐
倍
絵
本
書
誌』
（
青
裳

堂、

昭
和
六
十
三
年）

を
参
照。

①

西
川
祐
信
の
往
来
物

▼
『
女
万
葉
稽
古
草
紙』

林
蘭
（
林
氏
蘭
女）

／
西
川
祐
信、

享
保
十
三
年
（
一

七
二
八）、

山
口
茂
兵
衛、

国
立
国
会
図
書

館
本。

▼
『
女
家
訓』

保
井
恕
庵
／
西
川
祐
信、

享
保
十
四
年
（
一

七―
―
九）
、

山
口
茂
兵
衛、
『
江
戸
時
代
女
性
文
庫

三
十

九』
（
大
空
社、

平
成
七
年）

掲
載
本。

▼
『
女
文
林
宝
袋』

居
初
都
音
〈
津
奈〉
（
居
初
氏
女
筆

都

音）

／
西
川
祐
信、

元
文
三
年
（
一

七――一
八）
、

銭
屋
庄
兵

衛、
『
往
来
物
大
系

九
十
二
』
（
大
空
社、

平
成
六
年）

掲
載

の
謙
堂
文
庫
本。

元
禄
三
年
（
一

六
九
0)
に
刊
行
さ
れ
た

『
女
書
翰
初
学
抄』

の
一

部
を
改
刻
し、

祐
信
の
挿
絵
を
入

れ
た
改
題
本。

[
資
料]

▼
『
女
教
文
章
鑑』
（
別
名
�
『
女
文
章
稽
古』）

林
蘭
（
林
氏

闊
女）

／
西
川
祐
信、

寛
保
二
年
（
一

七
四
二
）、

菊
屋
喜
兵

衛、
『
江
戸
時
代
女
性
文
庫

補
遺
四』
（
大
空
社、

平
成
十

一

年）

掲
載
本。
『
女
万
葉
稽
古
草
紙』

の
改
題
本。
『
西
川

祐
信
女
重
宝
記』
（
国
立
国
会
図
書
館
本、

刊
記
な
し）

も
同

内
容。

▼
『
女
要
文
通
筆
海
子』

長
谷
川
品
（
筆
海
子
長
谷
川
氏

品）

／
西
川
祐
信、

宝
暦
三
年
（
一

七
五――-)
、

秋
田
屋
伊
兵

衛、
『
江
戸
時
代
女
性
文
庫

八
十
六
』
（
大
空
社、

平
成
十

年）

掲
載
本。

▼
『
女
今
川
姫
鏡』

窪
田
つ
る
／
西
川
祐
信、

宝
暦
十――一
年

（
一

七
六――-)
、

菊
屋
七
郎
兵
衛、

千
葉
市
美
術
館
本。
『
往

来
物
大
系

八
十
六』
（
大
空
社、

平
成
六
年）
に
別
本
が
掲

載
さ
れ
る。

②

西
川
祐
信
と
中
村
三
近
子
に
よ
る
共
同
制
作

●
『
絵
本
清
水
の
池』
（
最
明
寺
殿
教
訓
百
首）

中
村
三
近

子
／
西
川
祐
信、

享
保
十
九
年
(
-

七
三
四）
、

菊
屋
喜
兵

衛。
『
絵
本
池
の
心』
（
最
明
寺
殿
続
百
首、

元
文
四
年・
一

七

三
九、

菊
屋
喜
兵
衛）
は
三
近
子
の
注
釈
を
付
さ
な
い
続
編。

▼
『
女
世
宝
要
袋』

中
村
三
近
子
／
西
川
祐
信、

初
版
11
寛

保
元
年
（一

七
四
一
）、

再
版
11
宝
暦
十
三
年
（
一

七
六
三）、

銭
屋
庄
兵
衛、

東
北
大
学
付
属
図
書
館
狩
野
文
庫
本
（
再
版

本）
。
『
国
書
総
目
録』

に
『
一

世
宝
要
袋』

と
あ
る
の
は
誤

謬。

ま
た
『
画
人
百
人
一

首』
（
神
宮
文
庫
本）

も
同
内
容。

③

西
川
祐
信
と
内
藤
道
有
に
よ
る
共
同
制
作

●
『
絵
本
千
年
山』

玄
同
／
西
川
祐
信、

元
文
五
年
(
-

七

四
0)
、

植
村
藤
右
衛
門。

●
『
絵
本
朝
日
山』

源
折
江
／
西
川
祐
信、

元
文
六
年
（
一

七
四
一
）、

植
村
藤
右
衛
門。

●
『
絵
本
花
紅
葉』

内
藤
道
有
（
晩
香
散
人）

／
西
川
祐
信、

延
享
五
年
（
一

七
四
八）、

植
村
藤
右
衛
門。

▼
『
女
朗
詠
教
訓
歌』

内
藤
道
有
（
晩
香
散
人
玉
枝）

／
西
川

祐
信、

宝
暦
三
年
（
一

七
五
三）
、

植
村
藤
右
衛
門、
『
江
戸

時
代
女
性
文
庫

百』
（
大
空
社、

平
成
十
年）

掲
載
本。

④

中
村
三
近
子
と
内
藤
道
有
に
よ
る
往
来
物

◆
『
四
民
往
来』

中
村
三
近
子
（
綱
錦
斎
中
村
平
五）

／
中
村

三
近
子
（
三
近
自
画）
、

初
版
11
享
保
十
四
年
（
一

七
二
九）
、
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文
台
屋
治
郎
兵
衛、

国
立
国
会
図
書
館
本。

再
版
11
享
保―
―

十
年
（
一
七一
二
五）、

植
村
藤
右
衛
門、
『
往
来
物
大
系
―
―

十
四』（
大
空
社、

平
成
五
年）

掲
載
の
謙
堂
文
庫
本。

【
享
保
十
四
年
版
刊
記】
「
享
保
十
四
己
酉
暦
九
月
吉
日、

帝

都
書
林、

堀
川
通
錦
小
路
上
ル
町

文
台
屋
治
郎
兵
衛、

同

通
高
辻
上
ル
町

木
村
市
郎
兵
衛、

文
台
屋
源
治
郎、

彫
工

師

柳
屋
庄
兵
衛」

【
享
保
二
十
年
版
刊
記】
「
享
保
二
十
年
乙
卯
七
月
十
五
天、

皇
都
書
房

堀
川
通
高
辻
上
ル
植
村
藤
右
衛
門、

江
戸
書
舗

通
石
町
三
町
目

植
村
藤
三
郎、

大
坂
書
林

高
麗
橋一

町

植
村
藤
三
郎、

蔵
版」

◆
『
女
中
庸
瑞
瑞
箱』

内
藤
道
有（
植
村
玉
枝
子）
編、

中
村

三
近
子
書
筆
／
橘
守
国
・
漱
石
子
・
長
谷
川
光
信、

享
保
十

五
年
（
一
七
三
0)、

植
村
藤
治
郎、

東
京
大
学
附
属
図
書
館

本。
『
往
来
物
大
系

八
十
八』（
大
空
社、

平
成
六
年）
に
再

版
本
が
掲
載
さ
れ
る。

◆
『
一

代
書
用
筆
林
宝
鑑』

中
村
三
近
子
（
中
村
平
五
三
近

子）
／
長
谷
川
光
信
[
再
版
本
は

乙
郁
橘
保
国
r

初
版
Ii
享

保
十
五
年
(
-
七――
1

0
)、

植
村
藤
次
郎、

東
北
大
学
附
属
図

書
館
狩
野
文
庫
本
（
狩
野
文
庫
マ
イ
ク
ロ
版
集
成、

享
保
十

五
年
版
4
_
2
3
5
8、

丸
善）。

再
版
11
寛
延――一
年
（
一

七

五
0)、

植
村
藤
右
衛
門、

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文

庫
本（
狩
野
文
庫
マ
イ
ク
ロ
版
集
成、

寛
延
三
年
版
4
_
2
3

目

出
店

5
9、

丸
善）。
『
稀
隈
往
来
物
集
成

十
七』（
大
空
社、

平

成
九
年）
に
別
本
が
掲
載
さ
れ
る。

初
版
の
内
題
は
「
一

代

書
用」。

【
享
保
十
五
年
版
刊
記】
「
作
者

維
之
士

中
村
平
五
三
近

子、

享
保
十
五
庚
戌
天
七
夕、

摂
陽
画
工

柳
翠
軒

長
谷

川
光
信、

京
師
書
坊

堀
川
通
高
辻
上
ル
町

植
村
藤
次
郎

寿
梓、

江
戸
書
坊

通
石
町
三
町
目

植
村
藤
三
郎、

大
坂

書
房

高
麗
橋一

町
目

植
村
藤
三
郎」

【
寛
延
三
年
版
刊
記】
「
作
者

洛
之
士

中
村
平
五一
二
近
子、

摂
陽
画
工

橘
国
保（
マ
マ）
•
長
谷
川
光
信、

寛
延
三
庚
午
天

青
陽
吉
旦、

京
都
書
林

堀
川
通
高
辻
上
ル
町

植
村
藤
右

衛
門

寿
梓、

同
出
店

寺
町
通
四
条
下
ル
町

植
村
藤
次

郎、

江
戸
出
店

通
本
石
町
三
町
目

植
村
藤
三
郎、

大
坂

高
麗
橋
壱
町
目

植
村
藤
三
郎」

⑤

橘
守
国
と
中
村
三
近
子
・
内
藤
道
有
に
よ
る
画
譜

■
『
謡
曲
画
誌』

中
村
三
近
子
／
橘
守
国、

享
保
十
七
年

（
一
七
三
二）、

藤
村
善
右
衛
門、

早
稲
田
大
学
演
劇
博
物
館

本
（
享
保
二
十
年
の
再
版
本）。

刊
記
に
「
享
保
十
七
年
壬
子

閏
五
月
発
行」、

版
元
が
「
大
坂

藤
村
善
右
衛
門」

と
あ

る
が、

裏
見
返
し
に
「
享
保
二
十
乙
卯
年
正
月
吉
日

書
林

大
坂
本
町
北
御
堂
前

毛
利
田
庄
太
郎」

と
あ
る
再
版
本。

『
訓
蒙
図
彙
集
成

別
巻』（
大
空
社、

平
成
十
四
年）
に
別
本

が
掲
載
さ
れ
る。

■
『
扶
桑
画
譜』

内
藤
道
有（
晩
香
散
人
内
藤
道
有）
／
橘
守

国、

享
保
二
十
年
（
一
七
三
五）、

植
村
藤
右
衛
門、

金
沢
美

術
工
芸
大
学
附
属
図
書
館
本
(

h

号＂
ミ
弓
う＜．
百n
ga
wa,b
id
ai

.
ac.
j
p
/
tosyo
k
an
/
 ede
hon
/
 m
ain.
h
on
に
て
公
開）、

東
北
大

学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
本、

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館

本。
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Nishikawa Sukenobu and Ehon Illustrated Volumes-
Oraimono Copybooks: In terms of their connection with 
the history of scholarship during the first half of the 18th

century

Yamamoto Yukari 

Nishikawa Sukenobu (1671-1750), a painter active in Kyoto in the frrst half of the 18th century, 

was renowned for his printed books and also for his painted depictions of beauties. This article fo

cuses on two issues related to Sukenobu's books, discussing issues in the background of picture pro

duction and the relationship of the books to the history of scholarship in the first half of the 18th 

century. 

First, the article focuses on the illustrations that Sukenobu created for books written by the 

Japanologist specializing in court customs Tada Nanrei (1694/98-1750) and thus considers Sukenobu's 

joint work with Japanologists in the background of his picture creation. Nanrei was the great scholar 

of ancient court customs and was also renowned for his accomplishments regarding the study of the 

Nihon Shok i ancient chronicles. In terms of extant works, there are four types of ehon illustrated 

volumes created by Sukenobu in collaboration with Nanrei, namely Ehon Fukurokuju, Ehon Hana no 

kagam i, Ehon Setsugekka, and Ehon Nish ikawa azuma warabe. These works suggest that specific 

examples from Sukenobu's production of Hyakun in joro sh inasadame compilation of beauty prints 

and paintings relied on the study of ancient customs as one of their image sources. 

Second, the article considers the production of oraimono in terms of Sukenobu's connection with 

other scholars, such as the Kyoto-based Confucian scholar Nakamura Sankinshi (1671-1741), and 

the author and print publisher Naito Doyfi (dates unknown). Sankinshi, famous for his encyclopedic 

knowledge, wrote a number of morality tomes. The Kokusho somokuroku, or general catalogue of 

books in Japan, lists some 34 types of works by Sankinshi. Doyfi is posited to be an alternate name for 

the Kyoto print publisher Uemtrra Toemon, known to have published a diverse array of printed works, 

including oraimono copybooks. Sukenobu participated in the publication of oraimono copybooks 

through his work as an illustrator, and the illustrations he created became source material for his 

paintings. Further, Sankinshi and Doyfi edited and published gafu painting compendia with the Osaka 

Kano school painter Tachibana Morikuni. The connection between these four men, Sankinshi, D叩，

Sukenobu and Morikuni, also indicates that cooperative arrangements between scholars, publishers 

and artists on such projects as the oraimono copybooks and painting compendia supported the publi

cation of print books. 

Sukenobu was active in the frrst half of the 18th century, and this was a time when published books 

were frrst being used in the education of the general populace. Sukenobu collaborated with scholars, 

and at the same time was an artist responsible for the dissemination of education through his provision 

of illustrations that suited the needs of the day. 

(Translated by Martha McClintock) 
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